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今
年
の
新
成
人
の
対
象
者
は
、
男
性

２
１
５
人
、
女
性
１
９
７
人
の
計
４
１
２

人
で
、
こ
の
日
は
３
５
５
人
が
市
内
外
か

ら
出
席
し
ま
し
た
。

　

砂
川
清
流
太
鼓
の
迫
力
あ
る
勇
壮
な
演

奏
で
幕
を
開
け
た
成
人
式
は
粛
々
と
取
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
市
長
が
式
辞

を
述
べ
、
出
席
い
た
だ
い
た
来
賓
か
ら
お

祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
の
ち
、
赤
磐

市
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
新
成
人
代
表
の
三
宅
諒

さ
ん
と
馬
場
愛
美
さ
ん
が
「
私
た
ち
を
温

か
い
愛
情
で
支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
に
感

謝
し
、
向
上
心
を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
の
人

生
を
歩
ん
で
い
き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
11
人
の
成
人
式
実
行

委
員
が
企
画
か
ら
運
営
ま
で
を
手
掛
け
た

イ
ベ
ン
ト
「
思
い
出
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
・

成
人

お
め
で
と
う

●
赤
磐
市
成
人
式

１
月
11
日
、「
人
生
の
節
目
」
を
迎
え
た

新
成
人
を
祝
う
赤
磐
市
成
人
式
が
、
山
陽

ふ
れ
あ
い
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
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3

4

①中学校ごとに記念撮影 ②案内はがきを渡して受付 ③力強い砂川清流太鼓で成人式が幕開け ④新成人を代表して謝辞を述べる
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赤 磐 市 成 人 式

2 0 1 5

恩
師
へ
の
花
束
贈
呈
」
が
行
わ
れ
、
中
学

時
代
の
懐
か
し
い
映
像
が
映
し
出
さ
れ
る

と
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
、
お
世
話
に

な
っ
た
恩
師
と
の
再
会
を
喜
び
合
う
な
ど

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

5

7

6

8

9

⑤⑥成人式実行委員が制作した思い出のスライドショーをみんなで鑑賞 ⑦中学校の恩師へ花束贈呈 ⑧緊
張感が漂う中での司会 ⑨昨年9月からこの日のために打ち合わせを重ねてきた成人式実行委員の皆さん

〈
来
年
の
成
人
式
〉

平
成
28
年
１
月
10
日
㈰
開
催
予
定

※
対
象
者
は
、
平
成
７
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
の
間
に

生
ま
れ
た
人
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赤
磐
市

総
合
防
災
訓
練

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

も
し
も
の
と
き
に
備
え
る

　

11
月
23
日
、
高
陽
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
赤
磐
市
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、「
大
規
模
な
地
震
が
発

生
し
、
市
内
各
所
で
家
屋
の
倒
壊
、
車

両
の
多
重
衝
突
や
建
物
火
災
、
土
砂
崩

れ
な
ど
の
甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る
と

と
も
に
、
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
、
通
信

手
段
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
に
も

被
害
が
生
じ
た
」
と
の
想
定
で
実
施
。

　

地
元
住
民
を
は
じ
め
、
市
、
消
防
団
、

岡
山
県
消
防
防
災
航
空
隊
、
赤
磐
警
察

署
な
ど
36
の
団
体
、
約
５
０
０
人
が
参

加
し
、
多
く
の
見
学
者
が
見
守
る
中
、

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

市
全
体
の
防
災
力
と
防
災
意
識
の
向
上

を
図
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
通
報
訓
練
に
始
ま
り
、

避
難
誘
導
、
避
難
所
運
営
、
応
援
要
請
、

炊
き
出
し
の
ほ
か
、
建
物
屋
上
・
倒
壊

家
屋
・
事
故
車
両
か
ら
の
救
出
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
応
急
復
旧
、
火
災
消
火
な
ど

の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
展
示
ブ
ー
ス
に
は
、
防
災
に

関
す
る
専
門
知
識
を
有
す
る
奥
様
防
災

博
士
や
防
災
士
、
緊
急
支
援
に
力
を
発

揮
す
る
自
衛
隊
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
中
国
電
力

な
ど
の
活
動
紹
介
や
、
各
機
関
の
衛
星

通
信
施
設
・
特
殊
車
両
な
ど
の
展
示
も

あ
り
、
多
く
の
人
々
の
興
味
を
引
い
て

い
ま
し
た
。

◇
岡
山
県
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー「
き
び
」に
よ
る
高
所
救
助
訓
練

1

2

3
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＜写真説明＞ ①自主防災組織による消火
器での初期消火訓練 ②倒壊家屋に下敷き
になった住民を捜索する「アウフ」の災害
救助犬と消防団員 ③救急救助隊が倒壊家
屋から負傷者を救出 ④避難者受付をする
高陽中学校の生徒の皆さん ⑤近隣消防本
部による負傷者の搬送 ⑥事故現場に到着
した県警オフロード隊 ⑦ＡＥＤによる救命
処置訓練をするヤヨイ婦人防火クラブ ⑧
医師による応急救護所でのトリアージ訓練 
⑨土砂の撤去をする赤磐市建設業協会 ⑩
山陽地域自治会による避難介助と避難誘
導 ⑪展示ブース（奥様防災博士、防災士
会、ＮＴＴほか） ⑫ライフライン復旧をする
赤磐管工事組合 ⑬岡山県トラック協会に
よる救援物資の輸送 ⑭⑮炊き出し訓練を
する自衛隊と栄養委員および日本赤十字
社ボランティアの皆さん ⑯災害の情報収
集訓練をする日本アマチュア無線連盟

　

地
震
や
水
害
な
ど
に
よ
る
大
規
模
で

広
範
囲
に
及
ぶ
災
害
が
発
生
し
た
際
に

は
、
行
政
の
力
だ
け
で
は
十
分
な
救
助
・

救
護
や
避
難
な
ど
の
対
応
が
で
き
な
く

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
こ
と
が

前
提
で
す
が
、
災
害
に
備
え
る
に
は
、

地
域
住
民
が
相
互
に
助
け
合
う
「
共
助
・

互
助
」
が
大
切
で
す
。
災
害
は
い
つ
起

こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
も
し
も
の
と

き
に
備
え
て
、
私
た
ち
も
人
命
救
助
・

応
急
手
当
や
初
期
消
火
、
避
難
誘
導
・

避
難
所
運
営
な
ど
が
で
き
る
よ
う
、
自

主
防
災
組
織
の
結
成
な
ど
、
地
域
の
防

災
力
向
上
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

4

7

9

56

8

10

13 12 11

16 15 14

●
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

　

防
災
情
報
、緊
急
情
報（
避
難
勧
告
、

指
示
な
ど
）お
よ
び
行
政
情
報
を
市
内

全
域
に
設
置
し
た
放
送
塔
や
戸
別
受
信

機
で
放
送
し
ま
す
。な
お
、放
送
内
容
は

「
自
動
応
答
装
置
」に
よ
り
電
話
で
聞
き

直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。電
話
番
号
は
、☎

（
９
５
５
）１
３
９
０
で
す
。

※
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。

※
地
区
が
放
送
し
た
内
容
は
聞
き
直
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
最
新
の
内
容
か
ら
再
生
さ
れ
ま
す
。

※
つ
な
が
り
に
く
い
と
き
は
、し
ば
ら
く

経
っ
て
か
ら
お
か
け
直
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
く
ら
し
安
全
課

　

☎（
９
５
５
）２
６
５
０

訓 練赤 磐 市 総 合 防 災
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【
災
害
情
報
案
内
】が

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

団
吉

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
目

指
し
て
、
こ
れ
ま
で
電
話
の
自
動
応
答
サ
ー
ビ
ス
で
お
知
ら
せ
し

て
い
た
【
災
害
情
報
案
内
】
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で
も
確
認

で
き
る
よ
う
整
備
し
ま
し
た
。

　
確
認
で
き
る
情
報
は
、
消
防
署
か
ら
消
防
車
な
ど
が
「
火

災
」
や
「
救
助
」
で
出
動
し
て
い
る
状
況
や
そ
の
発

生
場
所
な
ど
で
す
。「
救
急
」「
そ
の
他
」
の
出
動
は

表
示
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
情
報
提
供
の
開
始
は
、
２
月

１
日
㈰
か
ら
で
、
１
月
31
日
㈯
ま
で

は
、
テ
ス
ト
運
用
期
間
で
す
。

■
確
認
方
法

①
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

⇒

【
防
災
・
救
急
】
を
ク
リ
ッ
ク
し
、【
赤
磐
市
消
防
本
部
・

災
害
情
報
案
内
】
を
ク
リ
ッ
ク　

②
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.city.akaiw
a.

lg.jp/shobo/index.htm
l

）

　

⇒

【
災
害
情
報
案
内
】
を
ク
リ
ッ
ク

③
電
話 ⇒

 

☎（
９
５
６
）０
１
１
９

※
市
携
帯
サ
イ
ト
内
の
【
赤
磐
市
消
防
本
部
・
災
害
情
報
案
内
】

か
ら
も
確
認
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
消
防
本
部
通
信
指
令
室 

☎（
９
５
５
）２
２
４
４

　

消
防
団
は
、
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を
持
ち
な
が

ら
、「
自
分
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
精
神
に
基
づ
き
、
地
域
の
安
心
・
安
全
を

守
る
た
め
に
活
躍
し
て
い
る
人
た
ち
が
集
ま
る

消
防
機
関
の
一
つ
で
す
。
火
災
発
生
時
の
消
火

活
動
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
発
生
時
の

救
助
・
救
出
活
動
、
警
戒
巡
視
、
災
害
防
ぎ
ょ

活
動
な
ど
に
従
事
し
、
地
域
住
民
の
生
命
や
財

産
を
守
る
た
め
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

災
害
発
生
時
だ
け
で
な
く
、
平
常
時
に
も
訓

練
、
防
火
指
導
、
広
報
活
動
な
ど
防
災
力
の
向

上
や
地
域
に
密
着
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
な

ど
に
「
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
女
性
消
防
団
員
に
は
、
火
災
予
防
や
地
域
防

災
な
ど
の
広
報
・
啓
発
活
動
を
主
に
、
消
防
団

が
行
う
各
種
行
事
へ
の
参
加
、
災
害
時
の
後
方

支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

■
募
集
人
員

・
女　
性　
部
…
…
…
…
…
５
人
程
度

・
山
陽
方
面
隊
…
…
…
…
…
13
人
程
度

・
赤
坂
方
面
隊
…
…
…
…
…
14
人
程
度

・
熊
山
方
面
隊
…
…
…
…
…
４
人
程
度

・
吉
井
方
面
隊
…
…
…
…
…
42
人
程
度

■
入
団
資
格

・
赤
磐
市
に
居
住
、
ま
た
は
勤
務
場
所
の
あ
る

18
歳
以
上
50
歳
未
満
の
人
（
た
だ
し
、
任
命

権
者
が
特
に
必
要
と
認
め
た
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
）

・
健
康
で
防
災
意
欲
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の

旺
盛
な
人

■
申
込
期
限
／
２
月
27
日
㈮

■
消
防
団
員
の
処
遇

・
条
例
に
基
づ
き
年
報
酬
・
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

・
活
動
に
必
要
な
被
服
を
貸
与
し
ま
す
。

・
公
務
災
害
補
償
、
退
職
報
償
金
、
表
彰
な
ど

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

・
消
防
本
部
消
防
総
務
課
消
防
団
係

　
☎（
９
５
５
）２
２
４
５

女性消防団員
歓迎!!

赤
磐
市
消
防
団
員
募
集
！

〈
４
月
採
用
予
定
〉
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肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
に
は
、
肺

炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
な
ど

の
感
染
症
を
予
防
し
、
重
症
化

を
予
防
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
予
防
接
種
は
、
平
成
26
年
10
月
１

日
か
ら
、
定
期
の
予
防
接
種
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
表
①
に
記
載
の
平
成
26
年

度
の
対
象
者
で
、
ま
だ
接
種
し
て
い
な

い
人
は
、
３
月
31
日
ま
で
に
受
け
ま

し
ょ
う
。
た
だ
し
、
過
去
に
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
人
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
医
療
機
関
は
、
表
②
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
接
種
回
数
／
１
回

●
自
己
負
担
額
／
３
２
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料
で
接
種

で
き
ま
す
が
、
事
前
に
申
請
が
必
要

で
す
。

●
持
参
品
／
健
康
保
険
証
や
運
転
免
許

証
な
ど
本
人
確
認
で
き
る
も
の
を
医

療
機
関
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

表② 高齢者肺炎球菌予防接種協力医療機関一覧
医療機関名 　所在地 電話番号 予約

赤磐医師会病院 下市187-1 955-6688 要
あかいわファミリークリニック 河本1143 955-9251 要
うえの内科小児科医院 桜が丘西4-1-11 956-0505 要
おおくま皮ふ科医院 岩田3-1 955-8812 要
梶原内科医院 桜が丘西7-15-31 955-3750 要
小坂内科医院 山陽4-13-3 955-3344 不要
桜が丘クリニック 桜が丘西6-3-13 955-8025 要
山陽クリニック 上市141-1 955-7111 不要
戸田小児科医院 山陽7-4-2 955-3121 要
ふよう内科クリニック 西中1188-1 955-7110 要
マスカット整形外科医院 穂崎851-1 086-229-2611 要
山本クリニック 五日市245-4 955-8868 要
吉井医院 山陽1-4-6 955-5515 要
越宗医院 西窪田523-1 957-3035 要
桜井内科 山口160-3 957-3012 要
戸川クリニック 西軽部211-1 957-3057 不要
道満医院 町苅田920 957-2111 要
森医院 惣分28 957-2400 要
赤磐市国民健康保険熊山診療所 松木621-4 995-1251 要
景山医院 河田原1-4 995-2299 要
さくら整形クリニック 桜が丘東4-4-471 995-9720 要
赤磐市国民健康保険是里診療所 是里3121-1 954-0183 要
赤磐市国民健康保険佐伯北診療所 塩木14 954-2032 要
森クリニック 周匝728-1 954-4747 要
米井医院 周匝1452-1 954-0550 要

※岡山県内相互乗り入れ予防接種協力医療機関でも予防接種を受けることができます。詳しくは赤磐市役所の担当課におたずねください。

高
齢
者
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

表① 平成 26 年度の高齢者肺炎球菌予防接種の対象者
（平成 26 年度に下記の年齢になる人）

65 歳：昭和 24 年 4 月 2 日生から昭和 25 年 4 月 1 日生までの人
70 歳：昭和 19 年 4 月 2 日生から昭和 20 年 4 月 1 日生までの人
75 歳：昭和 14 年 4 月 2 日生から昭和 15 年 4 月 1 日生までの人
80 歳：昭和　9 年 4 月 2 日生から昭和 10 年 4 月 1 日生までの人
85 歳：昭和　4 年 4 月 2 日生から昭和　5 年 4 月 1 日生までの人
90 歳：大正 13 年 4 月 2 日生から大正 14 年 4 月 1 日生までの人
95 歳：大正　8 年 4 月 2 日生から大正　9 年 4 月 1 日生までの人

100 歳：大正　3 年 4 月 2 日生から大正　4 年 4 月 1 日生までの人
101 歳以上：大正 3 年 4 月 1 日以前生まれの人

◎
問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
健
康
増
進
課

　

☎（
９
５
５
）１
１
１
７

・
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎（
９
５
７
）４
８
２
２

・
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎（
９
９
５
）１
２
９
３

・
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎（
９
５
４
）１
３
７
４
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バ
レ
ー
ボ
ー
ル
Ｖ･

プ
レ
ミ
ア
リ
ー

グ
２
０
１
４
／
１
５
の
シ
ー
ズ
ン
が
11

月
か
ら
開
幕
し
、
岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
の

日
本
一
へ
の
挑
戦
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
は
、
12
月
ま
で
の

レ
ギ
ュ
ラ
ー
ラ
ウ
ン
ド
１
巡
目
を
１
位

で
通
過
。
全
日
本
女
子
チ
ー
ム
に
選
出

さ
れ
て
い
る
山
口
舞
主
将
、
関
李
香
選

手
、
川
島
亜
依
美
選
手
、
そ
し
て
今
や

全
日
本
の
司
令
塔
と
呼
ば
れ
る
宮
下
遥

選
手
の
ほ
か
、
今
季
加
入
し
た
浅
津
ゆ

う
こ
選
手
ら
の
活
躍
に
よ
り
、
悲
願
の

日
本
一
に
向
け
好
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
リ
ー

グ
の
開
催
方
式
が
変
更
さ

れ
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ラ
ウ
ン
ド

の
勝
敗
に
よ
り
与
え
ら
れ

る
勝
ち
点
で
順
位
が
決
定

し
ま
す
。
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ラ

ウ
ン
ド
上
位
６
チ
ー
ム
が
、

総
当
た
り
で
順
位
を
決
す

る
フ
ァ
イ
ナ
ル
６
に
進
み
、

３
位
以
内
に
入
る
と
、
フ
ァ

イ
ナ
ル
３
（
優
勝
決
定
戦

へ
進
む
か
３
位
確
定
）
に

進
み
、
最
後
に
残
る
２

チ
ー
ム
で
優
勝
決
定
戦

を
行
い
ま
す
。
４
月
ま

で
長
い
戦
い
に
な
り
ま

す
が
、
全
国
を
転
戦
す

る
チ
ー
ム
を
ふ
る
さ
と

赤
磐
市
か
ら
熱
く
応
援

し
ま
し
ょ
う
。

★
岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://okayam
a.

v-seagulls.co.jp/
）

　
市
内
に
あ
る
歴
史
・
文
化
・
自
然
遺
産
を
訪
ね
、
歴
史
を
学
び
な
が
ら
地

域
の
観
光
資
源
に
接
す
る
こ
と
で
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
確
認
し
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
、
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
３
月
６
日
㈮

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

◆
集
合
・
解
散
場
所
／
赤
磐
市
役
所
本
庁 

正
面
玄
関

◆
行
き
先

•
サ
ッ
ポ
ロ
ワ
イ
ン
岡
山
ワ
イ
ナ
リ
ー

•
お
笑
い
赤
坂
亭　
•
吉
井
ガ
ル
テ
ン
（
昼
食
）

•
西
山
フ
ァ
ー
ム
（
イ
チ
ゴ
狩
り
）

•
ま
ち
づ
く
り
夢
百
笑　
•
エ
コ
プ
ラ
ザ
あ
か
い
わ

◆
参
加
費
／
無
料
（
昼
食
代
、
イ
チ
ゴ
狩
り
代
は
自
己
負
担
）

◆
募
集
人
数
／
30
人
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。
後
日
、
返
信
用
は
が
き
で
結

果
を
連
絡
し
ま
す
。

◆
申
込
期
限
／
２
月
13
日
㈮ （
当
日
消
印
有
効
）

◆
申
込
方
法
／
往
復
は
が
き
に
住
所・氏
名（
ふ
り
が
な
）・年
齢・生
年
月
日・

電
話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
家
族
、
友
人
な
ど
で
申
し
込
み
を
行
う
場
合
は
、
同
一
は
が
き
に
参
加
者

全
員
の
情
報
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
高
校
生
以
下
は
保
護
者
（
責
任
者
）
同
伴
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

•
歩
き
や
す
い
服
装
・
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

•
天
候
や
交
通
事
情
に
よ
り
行
き
先
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

•
雨
具
な
ど
は
各
自
で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
赤
磐
市
観
光
協
会
事
務
局
（
本
庁
商
工
観
光
課
内
）

　
〒
７
０
９︲

０
８
９
８　
赤
磐
市
下
市
３
４
４

　
赤
磐
市
観
光
協
会
「
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
」
係  

☎（
９
５
５
）６
１
７
５

赤
磐
市
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー

岡山シーガルズ対戦表 （2月〜）
月　日 対戦相手 会場地
2月1日㈰ vs　久光製薬 佐 賀

7日㈯ vs　日立 岐 阜
8日㈰ vs　上尾 岐 阜

14日㈯ vs　トヨタ車体 愛 媛
15日㈰ vs　東レ 愛 媛
21日㈯ vs　ＮＥＣ 神 奈 川
22日㈰ vs　デンソー 神 奈 川
28日㈯

ファイナル6

レギュラーラウ
ンド上 位 6 チ ー
ムによる総当た
りリーグ戦

大 阪
3月7日㈯ 京 都

8日㈰ 京 都
14日㈯ 東 京
15日㈰ 東 京
21日㈯ 鹿 児 島
22日㈰ 鹿 児 島

28日㈯ ファイナル3

2位 vs 3位 宮 城

4月4日㈯ 優勝決定戦 東 京

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子 

Ｖ・プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ

２
０
１
４
／
１
５
シ
ー
ズ
ン 

悲
願
の
日
本
一へ
！

岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
を
応
援
し
よ
う
！

参
加
者
募
集

桃太郎アリーナで開催される試合は大いに盛り上がります
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市
政
情
報

情報ボックス
INFORMATION BOX

赤 磐 市 観 光 協 会

◎県内の特定最低賃金が改定されました。
■特定最低賃金（時間額）
・耐火物製造業………………………842円
・鉄鋼業………………………………858円
・一般機械器具等製造業……………835円
・電気機械器具等製造業……………771円
・自動車・同附属品製造業……………823円
・船舶製造・修理業、舶用機関製造業……853円
・各種商品小売業……………………778円

■問い合わせ先
・岡山労働局労働基準部賃金室
　☎086-225-2014

岡山県最低賃金必ずチェック！

会 員 募 集
 赤磐市観光協会では、観光と産業経済の振興に寄与す
ることを目的に、伝統行事の推進や新たな観光資源の発
掘など、さまざまな観光事業を行っています。
　赤磐市の素晴らしさを広くＰＲしていくために、会員を
随時募集していますので、協会の趣旨に賛同する多くの
皆さんのご入会をお待ちしています。

【 会　員 】
・通常会員…商工観光に関連がある事業者や団体
・個人会員…商工観光に関連がある個人や協会の趣旨  
　　　　　　に賛同する個人

【 会　費 】
・通常会員、個人会員ともに年額1,000円以上

■問い合わせ・申し込み先
・赤磐市観光協会事務局（本庁商工観光課内） ☎955-6175

　

突
然
家
族
の
心
臓
が
止
ま
っ

た
ら
…
。
そ
ん
な
と
き
、
命
を

救
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
そ

ば
に
居
る
あ
な
た
で
す
！

　

心
臓
が
止
ま
っ
た
と
き
に
有

効
な
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
や
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方
法
、
そ
の
他

さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ガ
に
対
す
る
適

切
な
応
急
手
当
て
を
分
か
り
や

す
く
お
教
え
し
ま
す
。
年
齢
や

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
い
ざ
と

い
う
と
き
に
大
切
な
命
を
守
る

の
は
あ
な
た
で
す
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

■
日
時
／
２
月
22
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
正
午

■
場
所
／
赤
磐
市
消
防
本
部 

東

出
張
所

■
受
講
人
数
／
10
人
程
度

※
受
講
希
望
者
が
少
数
の
場
合

は
や
む
を
得
ず
中
止
と
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
限
／
２
月
13
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
消
防

本
部
警
防
課
救
急
係

　
赤
磐
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

ト
ル
コ
人
を
講
師
に
招
い
て
ト

ル
コ
の
家
庭
料
理
を
通
じ
た
交

流
を
行
い
ま
す
。
ご
家
族
、
ご

友
人
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
２
月
22
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

■
場
所
／
中
央
公
民
館
１
階 

調

理
研
修
室

■
料
理
／
ビ
ベ
ル
ド
ル
マ
ス

（
ピ
ー
マ
ン
の
ピ
ラ
フ
詰
め
）、

ス
ー
プ
、
サ
ラ
ダ

■
募
集
人
数
／
25
人

■
申
込
期
限
／
２
月
６
日
㈮

■
参
加
費
用
／
３
０
０
円
（
小

学
生
以
下
と
会
員
は
無
料
）

■
持
参
品
／
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル

※
都
合
に
よ
り
料
理
内
容
が
変

更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

秘
書
企
画
課

■電話番号一覧 ※情報ボックス・コラム内でお知らせする市役所関係の電話番号は下記のとおりです。

●本庁代表…………………☎ 955-1111

　▷秘書企画課………… ☎ 955-2692

　▷くらし安全課…………☎ 955-2650

　▷市民課国保年金班……☎ 955-1113

　▷健康増進課……………☎ 955-1117

　▷商工観光課……………☎ 955-6175

　▷農林課…………………☎ 955-6174

　▷上下水道課工務班……☎ 955-2744

●赤坂支所代表……………☎ 957-2222

　▷健康福祉課……………☎ 957-4822

　▷産業建設課……………☎ 957-4824

●熊山支所代表……………☎ 995-1211

　▷健康福祉課……………☎ 995-1293

　▷産業建設課……………☎ 995-1217

●吉井支所代表……………☎ 954-1111

　▷健康福祉課……………☎ 954-1374

　▷産業建設課……………☎ 954-1319

●教育委員会
　▷教育総務課……………☎ 955-6807

　▷学校教育課……………☎ 955-0972

　▷社会教育課……………☎ 955-0783

　▷社会教育課文化財班…☎ 955-0710

　▷熊山分室………………☎ 955-1360

　▷中央図書館……………☎ 955-0076

　▷熊山図書館……………☎ 995-1273

●消防本部…………………☎ 955-2244

　▷警防課救急係…………☎ 955-2254

●議会事務局………………☎ 955-2945

●
募
集

救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
！

●
募
集

国
際
交
流
サ
ロ
ン

参
加
者
募
集
～
ト
ル
コ
～
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情報ボックス
INFORMATION BOX

学
生
や
大
学
院
生
で
、
平
日
週

１
回
程
度
活
動
で
き
る
人
（
学

年
・
学
部
は
問
い
ま
せ
ん
）

■
活
動
内
容
／
学
習
支
援
や
ク

ラ
ブ
活
動
の
支
援
な
ど
学
校

教
育
全
般

■
場
所
／
市
内
の
小
・
中
学
校

■
期
間
／
５
月
〜
翌
年
３
月
（
年

度
途
中
か
ら
の
参
加
も
可
能
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課

　　

赤
磐
市
山
陽
郷
土
資
料
館
に

勤
務
す
る
学
芸
員
（
資
料
館
職

員
）
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員
／
１
人

■
応
募
条
件

①
昭
和
40
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人

②
４
年
制
大
学
で
歴
史
、
考
古
学

ま
た
は
民
俗
学
を
専
攻
し
卒
業

し
た
人
で
、
学
芸
員
資
格
を
有

す
る
人

③
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す

る
人

■
勤
務
期
間
／
５
月
１
日
㈮
〜

平
成
28
年
３
月
31
日
㈭

■
勤
務
時
間
／
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
15
分

※
そ
の
他
の
条
件
な
ど
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
間
／
３
月
２
日
㈪
〜

13
日
㈮
必
着

■
試
験
／
３
月
28
日
㈯
（
小
論

文
、
面
接
）

※
詳
細
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
募
集
要
項
は
、
教
育
委

員
会
に
お
越
し
い
た
だ
く
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
財
班

■
日
時
／
２
月
12
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
３
時

■
場
所
／
熊
山
支
所
２
階
第
１

会
議
室

■
相
談
員
／
岡
山
東
年
金
事
務

所 

年
金
専
門
官

※
相
談
は
完
全
予
約
制
に
な
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
相
談
時

間
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
予
約
受
付
窓
口
／
本
庁
市
民

課
国
保
年
金
班

・
磐
梨
中
学
校　
（
担
当
／
江
田
）

　
☎（
９
９
５
）０
０
０
４

　

市
内
の
小
・
中
学
校
で
勤
務

す
る
講
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

キ
ラ
キ
ラ
輝
く
瞳
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
一
緒
に
働
き
ま
せ

ん
か
。
ま
ず
は
登
録
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
応
募
資
格
／
小
学
校
ま
た
は

中
学
校
教
諭
の
免
許
状
を
所
有

す
る
人
（
取
得
見
込
み
も
可
）

■
応
募
期
間
／
随
時
受
付

■
勤
務
形
態
／
常
勤
、
ま
た
は

非
常
勤

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課

　

市
内
の
小
・
中
学
校
で
、
授

業
時
の
学
習
支
援
な
ど
を
行
う

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
勉
強
し
た
り
、
体
を

動
か
し
た
り
し
ま
せ
ん
か
。

■
参
加
条
件
／
教
員
志
望
の
大

　

市
内
の
小
・
中
学
校
で
、
児

童
生
徒
の
支
援
な
ど
を
行
う
支

援
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
採

用
時
期
は
、
各
学
校
の
状
況
に

よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
応
募
条
件
／
教
員
免
許
状
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
勤
務
内
容
／
通
常
学
級
や
特
別

支
援
学
級
で
、
児
童
生
徒
の
学

習
や
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

■
期
間
／
５
月
〜
翌
年
３
月

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課

　

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

は
、
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
よ
い

育
ち
や
学
び
の
環
境
づ
く
り
の

た
め
に
「
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど

も
た
ち
を
育
て
る
」
体
制
づ
く

り
を
行
い
、
学
校
の
支
援
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
、
地
域
の
人
々
の

力
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
形

で
提
供
し
、
学
校
活
動
を
支
援

す
る
も
の
で
す
。「
無
理
を
し
な

い
で
で
き
る
こ
と
」
で
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

■
主
な
支
援
内
容

・
学
習
支
援
…
家
庭
科
の
実
技

補
助
や
読
み
聞
か
せ
な
ど

・
環
境
整
備
支
援
…
草
刈
り
、

庭
木
の
せ
ん
定
な
ど

・
活
動
支
援
…
昔
遊
び
な
ど

・
安
全
支
援
…
登
下
校
の
見
守
り
、

校
外
学
習
の
付
き
添
い
な
ど

※
支
援
内
容
は
各
学
校
に
よ
り
異
な

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
各
学
校

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

・
山
陽
西
小
学
校
（
担
当
／
石
原
）

　
☎（
９
５
５
）２
０
０
２

・
山
陽
東
小
学
校
（
担
当
／
林
）

　
☎（
９
５
５
）１
９
１
１

・
山
陽
北
小
学
校
（
担
当
／
吉
本
）

　
☎（
９
５
５
）２
８
５
８

・
豊
田
小
学
校　
（
担
当
／
上
山
）

　
☎（
９
９
５
）０
０
１
５

・
桜
が
丘
小
学
校
（
担
当
／
三
宅
）

　
☎（
９
９
５
）０
０
３
５

・
仁
美
小
学
校　
（
担
当
／
太
田
）

　
☎（
９
５
８
）２
１
１
５

・
高
陽
中
学
校　
（
担
当
／
森
本
）

　
☎（
９
５
５
）０
０
０
４

・
桜
が
丘
中
学
校　
（
担
当
／
佐
藤
）

　
☎（
９
５
５
）３
２
１
１

・
赤
坂
中
学
校　
（
担
当
／
末
廣
）

　
☎（
９
５
７
）３
０
１
４

●
募
集

学
習
支
援
員
ま
た
は
特
別
支
援

教
育
支
援
員
登
録
者
募
集

●
お
知
ら
せ

年
金
相
談（
※
要
予
約
）

●
募
集

平
成
27
年
度
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

●
募
集

講
師
の
登
録
者
募
集

●
募
集

将
来
教
職
を
目
指
す
学
生
の
皆
さ
ん
へ

学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

●
募
集

資
料
館
職
員（
非
常
勤
）募
集
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◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、9ページの電話番号一覧をご覧ください。

　冬の冷え込みが厳しいとき、気温がマイナス４度以下（風あた
りの強い所はマイナス１から２度）になると、水道管が凍結して水
が出なくなったり、破裂したりすることがあります。早めの防寒の
準備をしておきましょう。
　例えば、メーターを保護するために、メーターボックスの中に使
い古しの毛布・布切れや発泡スチロールなどを入れて保温してく
ださい。
　なお、水道メーターから蛇口までの漏水は、上下水道課では修
理できませんので、赤磐市指定給水装置工事事業者へ修理を依
頼してください。
※メーターボックス内のバルブで止水できない場合や、その他不明な

点がありましたら上下水道課へお問い合わせください。

■問い合わせ先／本庁上下水道課工務班

寒くなったら●水●道●管の
凍結にご注意ください

■
開
催
日
・
場
所

①
３
月
24
日
㈫

・
中
央
公
民
館

・
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

・
吉
井
支
所

②
３
月
26
日
㈭

・
く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

■
時
間
／
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ
先
／
議
会
事
務
局

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
願
い
、
健
全
育
成
の
一
層

の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

市
、
教
育
委
員
会
で
は
「
子

ど
も
は
赤
磐
の
宝
」
を
合
言
葉

に
青
少
年
健
全
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
２
月
７
日
㈯

　
午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所
／
中
央
公
民
館
２
階 

大

集
会
室

■
内
容

・
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作

文
の
表
彰
と
発
表

・
弁
論
発
表

・
記
念
講
演

〈
演
題
〉「
生
き
る
力
」を
鍛
え
よ

う
！ 

-
み
ん
な
子
ど
も
で
繋

が
っ
て
い
る
-「
繋
が
り
方
」が

問
題
で
す

〈
講
師
〉
三
浦　
清
一
郎
さ
ん

▽
北
海
道
大
学
教
育
学
部
を
卒
業

後
、
ア
メ
リ
カ
西
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ

ア
大
学
で
社
会
学
の
助
教
授

を
務
め
た
ほ
か
、
福
岡
教
育
大

学
教
授
な
ど
を
歴
任
。
現
在
は

生
涯
学
習
・
社
会
シ
ス
テ
ム
研

究
者
、
ま
た
、
生
涯
学
習
通
信

「
風
の
便
り
」
編
集
長
と
し
て

活
躍
中
。

■
対
象
／
一
般
、
青
少
年
健
全

育
成
関
係
者

■
参
加
費
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先
／
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課

　

お
笑
い
赤
坂
亭
の
定
例
寄
席

２
月
・
３
月
の
会
場
を
次
の
と

お
り
変
更
し
ま
す
。
皆
さ
ん
お

間
違
え
の
な
い
よ
う
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
変
更
後

・
２
月
28
日
㈯

　
…
お
笑
い
赤
坂
亭
（
惣
分
）

・
３
月
28
日
㈯

　
…
中
央
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
商
工
観

光
課
、
赤
坂
支
所
産
業
建
設
課

　

近
年
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農

林
産
物
へ
の
被
害
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
有

害
鳥
獣
の
生
態
な
ど
を
学
び
、

被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
有
害
鳥
獣
対
策
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
２
月
22
日
㈰

　
午
後
２
時
〜
４
時
30
分

■
場
所
／
く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

■
講
師
／
壇
上　

理
沙
さ
ん 

（
㈱
野
生
動
物
保
護
管
理
事

務
所
関
西
分
室
研
究
員
）

■
演
題
／
「
サ
ル
の
生
態
と
被

害
対
策
に
つ
い
て
」

■
申
込
期
限
／
２
月
13
日
㈮

■
参
加
費
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

農
林
課
、
各
支
所
産
業
建
設
課

　

赤
磐
市
議
会
で
は
、
今
年
も

議
会
で
あ
っ
た
こ
と
を
お
話
し

す
る
議
会
報
告
会
を
市
内
５
会

場
で
開
催
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
不
要
で
、
参
加

費
も
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
お
知
ら
せ

青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会
を

開
催
し
ま
す

●
お
知
ら
せ

お
笑
い
赤
坂
亭「
定
例
寄
席
」の

会
場
を
変
更
し
ま
す

●
お
知
ら
せ

赤
磐
市
有
害
鳥
獣

対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

●
お
知
ら
せ

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
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情報ボックス／ザ・コラム
INFORMATION BOX / The Column

●絵本はともだち　毎週水曜日 午前10時30分～11時
●おはなしかい　毎週土曜日 午前10時30分～11時、第1・2日曜日 午後2時～2時30分
●民話の寺小屋（民話の語り）　15日㈰ 午後2時～2時30分
●きらり☆しあたーユニバーサル映画上映会『沈黙の春を生きて』　
　21日㈯ 午後2時～

●ブックんのおはなしかい　7日㈯ 午前11時～11時30分

●なかよしタイム　10日㈫ 午前10時～正午
●おはなしのおへや　21日㈯ 午前11時～11時30分

●おはなし会　14日㈯ 午前10時30分～11時
●おはなしだいすき☆えほんといっしょ　20日㈮ 午前10時～正午

●無料観望会
　7日㈯ 午後6時～9時

中央図書館（☎955-0076）

赤坂図書館（☎957-2212）

熊山図書館（☎995-1273）

吉井図書館（☎954-9200）

竜天天文台公園（☎958-2321）

月のイベント案内2 E V E N T  G U I D E  O N  F E B R U A R Y

出
会
う
場
で
も
あ
り
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
受
講
希
望
者
は
事
前

に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時

①
２
月
13
日
㈮

・
講
話
と
座
談
会
（
妊
娠
中
・
出

産
や
産
後
に
つ
い
て
な
ど
）

・
講
師
…
杉
本
洋
子　

助
産
師

（
助
産
所「
ま
み・み
ー
る
ー
む
」）

②
３
月
２
日
㈪

・
お
産
や
育
児
に
向
け
て
（
保

健
師
と
と
も
に
）

・
栄
養
に
つ
い
て
（
栄
養
士
に

よ
る
指
導
と
試
食
）

■
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

30
分
（
受
付
…
９
時
15
分
〜
）

■
場
所
／
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー

■
持
参
品
／
母
子
健
康
手
帳

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

健
康
増
進
課
、
各
支
所
健
康

福
祉
課

　

子
育
て
中
の
親
子
の
た
め
の

集
い
の
広
場
を
開
催
し
ま
す
。

み
ん
な
で
お
や
つ
づ
く
り
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。
栄
養
士
に
よ

る
離
乳
食
講
座
も
あ
り
ま
す
。

ど
な
た
で
も
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
お
弁
当
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
内
容
／
栄
養
士
に
よ
る
離
乳

食
講
座
、
お
や
つ
づ
く
り
、

育
児
相
談
、ラ
ン
チ
交
流
（
弁

当
持
参
）

■
日
時
／
２
月
24
日
㈫

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
場
所
／
笹
岡
公
民
館（
坂
辺
９
）

■
対
象
／
０
〜
３
歳
の
子
ど
も

と
保
護
者

■
問
い
合
わ
せ
先

・
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
赤
磐
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

　
☎（
９
５
６
）３
７
０
０

　

市
内
に
住
む
妊
婦
さ
ん
を
対

象
に
、
出
産
や
育
児
の
不
安
を

和
ら
げ
、
楽
し
く
子
育
て
が
ス

タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
母
親
学

級
を
開
催
し
ま
す
。
妊
娠
・
出

産
の
知
識
や
地
域
の
子
育
て
情

報
を
得
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
子
育
て
を
し
て
い
く
仲
間
と

　
2
月
15
日
㈰
に
開
催
す
る
第

18
回
朗
読
会
「
永
瀬
清
子
の
詩

の
世
界
」
を
さ
ら
に
楽
し
ん
で

も
ら
う
た
め
に
、
朗
読
会
出
演

者
の
関
連
図
書
を
紹
介
し
ま
す
。

　

中
央
図
書
館
と
熊
山
図
書
館

の
蔵
書
の
中
か
ら
、
谷
川
俊
太

郎
さ
ん
が
、
詩
や
こ
と
ば
、
教

科
書
に
つ
い
て
書
か
れ
た
本
を

中
心
に
、
学
芸
員
が
選
書
し
て

紹
介
し
ま
す
。

■
開
催
期
間
／
1
月
31
日
㈯
〜

２
月
22
日
㈰

■
場
所
／
中
央
図
書
館
・
熊
山

図
書
館

■
問
い
合
わ
せ
先

〈
本
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て
〉

・
中
央
図
書
館
、
熊
山
図
書
館

〈
朗
読
会
や
永
瀬
清
子
に
つ
い
て
〉

・
教
育
委
員
会
熊
山
分
室

●
お
知
ら
せ

朗
読
会
出
演
者
関
連
図
書
紹
介

●
催
し

母
親
学
級
に
参
加
し
て
、楽
し
く

子
育
て
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う

●
催
し

も
も
っ
こ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
支
援
事
業

楽
し
い
お
や
つ
づ
く
り

広報あかいわ（平成27年2月号）12
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介
護
・
医
療
・
福
祉
・
地
域
の

い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

●
消
費
者
の
ア
ド
バ
イ
ス 

［ 

第
29
回 

］�
 

く
ら
し
安
全
課

キ
ャッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
返
納
を

要
求
す
る
新
た
な
手
口
が
発
生
！

「
い
け
ん
！
送
る
な
渡
す
な
詐
欺
」

  

（
被
害
防
止
を
呼
び
掛
け
る
た
め
岡
山
県
警
が
ネ
ー
ミ
ン
グ
）

〈
事
例
〉　

　

岡
山
県
内
に
住
む
Ａ
さ
ん
（
70
歳
代
、

女
性
）宅
に
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
が
届
き
、実

在
す
る
〇
〇
銀
行
の
Ａ
さ
ん
名
義
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
似
せ
た
「
ス
ー

パ
ー
カ
ー
ド
」
と
称
す
る
カ
ー
ド
と
と

も
に
、
こ
の
カ
ー
ド
の
規
約
、
返
信
用

封
筒
な
ど
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

同
封
の
書
類
に
は
「
現
在
使
っ
て
い

る
〇
〇
銀
行
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と

暗
証
番
号
を
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
返

信
し
て
く
だ
さ
い
。」と
書
か
れ
て
あ
り

ま
し
た
。

　

Ａ
さ
ん
は
こ
の
銀
行
に
相
談
に
行
き
、

詐
欺
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

　

Ａ
さ
ん
は
以
前
、
電
話
で
取
引
銀
行

を
聞
か
れ
て
、答
え
て
し

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の

指
示
内
容
と

そ
っ
く
り
な
電

話
も
受
け
て
い

ま
し
た
。

〈
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
〉

電
話
で
個
人
情
報
を
聞
か
れ
て
も

絶
対
に
言
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

不
審
に
思
っ
た
ら
、

◦
金
融
機
関
へ
問
い
合
わ
せ
す
る

◦
家
族
や
警
察
に
相
談
す
る　

な
ど

　

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
一
人

で
対
応
し
よ
う
と
せ
ず
、
ま
ず
は
相
談

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
困
っ
た
時
に
は
、
お
気
軽
に

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
赤
磐
市
消
費
生
活
相
談
室
（
本
庁
２
階
）

　

☎（
９
５
５
）４
７
８
３

　

月
曜
～
木
曜

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

エ
コ
プ
ラ
ザ
あ
か
い
わ
内
に
あ
る
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、昨
年
12
月
か
ら
、「
リ

ユ
ー
ス
品
」（
ま
だ
使
え
る
け
れ
ど
、
家
庭

で
は
不
要
に
な
っ
た
物
）
を
受
け
付
け
て
き

ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
、
こ
れ
ま
で
に
集
ま
っ
た
『
リ

ユ
ー
ス
品
』
の
提
供
を
「
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
」
で
始
め
ま
す
。
提
供
方
法
は
次
の
と
お

り
で
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

①
無
料
で
の
提
供
（
随
時
）

◦
２
月
２
日
㈪
午
前
10
時
か
ら
、
随
時
お
渡

し
し
ま
す
。

◦
市
内
在
住
・
在
勤
の
個
人
に
限
り
ま
す
。

◦
先
着
順
で
、
物
に
よ
り
持
ち
帰
り
の
個
数

制
限
が
あ
り
ま
す
。

②
抽
選
に
よ
る
有
料
で
の
提
供

◦
第
１
回
の
抽
選
会
は
２
月
27
日
㈮
午
後
２
時
か
ら
行
い
ま
す
。

　

立
ち
会
い
も
大
歓
迎
で
す
。

◦
市
内
在
住
・
在
勤
の
個
人
に
限
り
ま
す
。

◦
抽
選
の
申
し
込
み
は
１
家
族
２
点
ま
で
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

※
リ
ユ
ー
ス
品
の
キ
ズ
や
品
質
な
ど
に
つ
い
て
市
は
一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
の

で
、
必
ず
持
ち
帰
る
前
や
抽
選
の
前
に
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
開
館

　

毎
週
月
・
木
・
金
曜
日
／
午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

■
問
い
合
わ
せ
先

　

エ
コ
プ
ラ
ザ
あ
か
い
わ
（
赤
磐
市
環
境
セ
ン
タ
ー
）

　

☎（
９
５
５
）１
５
６
０

計量

管理棟

P
駐車場

順路

リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ

赤磐消防署

至 下市

至 町苅田

エ
コ
プ
ラ
ザ
あ
か
い
わ

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
二
ュ
ー
ス

広報あかいわ（平成27年2月号）13



ザ・コラム
 The Column

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、9ページの電話番号一覧をご覧ください。

●
防
災
一
口
メ
モ 

［ 

第
12
回 

］ �

く
ら
し
安
全
課

地
震
に
備
え
る
～
家
具
の
固
定
～

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
過
去
の
大
災
害
か
ら
明

日
へ
の
備
え
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
け
が
を

し
た
人
の
大
半
は
倒
れ
て
き
た
家
具

に
よ
る
負
傷
で
し
た
。
日
常
何
気
な
く

あ
る
家
具
が
地
震
で
は
凶
器
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
倒
れ
た
家
具
は
部
屋
の

入
り
口
を
ふ
さ
ぎ
、
避
難
の
支
障
に
も

な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
被
害
を
防
ぐ
た

め
、
家
具
の
固
定
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

固
定
の
仕
方
は
、
家
具
と
壁
を
金
具

で
固
定
す
る
方
法
や
天
井
と
の
間
に

突
っ
張
り
棒
を
渡
し
て
固
定
す
る
方

法
が
あ
り
ま
す
。
金
具
で
固
定
す
る
場

合
は
、
壁
の
桟
に
金
具
を
取
り
付
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
突
っ
張
り
棒
を

取
り
付
け
る
場
合

は
、
家
具
の
両

端
の
奥
側
に

取
り
付
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ

う
。
取
り
付
け
る
際
は
天
井
の
強
度
を

確
認
し
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
食
器
棚
な
ど
は
揺
れ
に
よ
っ

て
中
の
食
器
が
飛
び
出
し
て
き
ま
す

の
で
、
ガ
ラ
ス
が
割
れ
て
も
床
に
破
片

が
飛
び
散
ら
な
い
よ
う
に
、
飛
散
防
止

フ
ィ
ル
ム
を
貼
っ
て
お
く
こ
と
が
有

効
で
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
も
、
東
日

本
大
震
災
や
長
野
県
神
城
断
層
地
震

な
ど
大
き
な
地
震
が
続
い
て
い
ま
す
。

地
震
は
不
意
に
襲
っ
て
き
ま
す
。
い
つ

起
き
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
家

の
中
で
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

●
わ
た
し
の
あ
な
た
の
健
康 

［ 

第
87
回 

］  �

健
康
増
進
課

冬
の
健
康
～
運
動
と
水
分
摂
取
～

　

冬
は
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
で
運

動
不
足
に
な
り
や
す
い
た
め
、
血
液
の

流
れ
が
滞
り
が
ち
に
な
り
、
肩
こ
り
や

腰
痛
な
ど
に
つ
な
が
っ
た
り
も
し
ま

す
。
皆
さ
ん
も
寒
さ
で
活
動
が
鈍
り
が

ち
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

と
こ
ろ
が
、
意
外
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
冬
場
は
運
動
や
身
体
活
動
を
し
て

い
な
い
と
き
に
消
費
さ
れ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
あ
る
「
基
礎
代
謝
」
が
増
え
や

す
い
の
で
、
こ
の
時
期
に
運
動
す
る

と
、
運
動
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

を
増
や
し
や
す
く
、
冷
え
や
す
い
体
質

を
改
善
す
る
た
め
に
も
効
果
的
な
の

で
す
。
ぜ
ひ
、
寒
さ
に
負
け
ず
、
積
極

的
に
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

　

と
は
い
え
、寒
い
冬
の
運
動
に
は
注

意
も
必
要
で
す
！ 

血
圧
が
上
昇
し
や

す
い
の
で
、急
激
な
温
度
変
化
に
よ
る

脳
や
心
臓
へ
の
負
担
に
気
を
付
け
な

が
ら
、決
し
て
無
理
を
し
な
い
こ
と
が

肝
心
で
す
。必
ず
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
を
行
い
、自
分
の
体
調
に
合
っ
た
運

動
を
少
し
ず
つ
で
も
、定
期
的
に
続
け

て
行
い
ま
し
ょ
う
！

　

室
内
な
ら
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
軽
い
筋

ト
レ
が
お
勧
め
で
す
。
ラ
ジ
オ
・
テ
レ

ビ
体
操
な
ど
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

室
外
で
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
効
果

的
で
す
。
た
だ
し
、
時
間
の
余
裕
を

も
っ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
風
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
の

帽
子
・
手
袋
・
マ
フ
ラ
ー
・
靴
下
な
ど

を
活
用
し
、
温
か
く
し
て
行
い
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
汗
で
体
が
冷
え
な
い
よ
う

に
、
防
寒
機
能
が
あ
り
、
汗
を
す
ば
や

く
吸
収
す
る
速
乾
性
機
能
を
も
つ
素

材
の
も
の
を
着
用
す
る
こ
と
や
、
厚
い

服
を
一
枚
着
る
よ
り
薄
め
の
服
を
重

ね
着
す
る
こ
と
も
お
勧
め
で
す
。

　

ま
た
、
水
分
摂
取
に
も
注
意
が
必
要

で
す
。
冬
は
空
気
が
乾
燥
す
る
た
め
、

体
内
の
水
分
は
思
っ
て
い
る
以
上
に

失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
汗
を
か
か
な

い
の
で
喉
の
渇
き
を
自
覚
し
に
く
く

な
り
、
ト
イ
レ
に
行
く
回
数
も
増
え
る

冬
場
は
、
水
分
摂
取
が
少
な
く
な
り
が

ち
で
す
。
そ
の
た
め
、
血
液
も
「
ド
ロ

ド
ロ
」
の
状
態
に
な
り
、
血
管
が
詰
ま

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
運
動
の
前
後
は

も
ち
ろ
ん
、
喉
の
渇
き
を
感
じ
な
く
て

も
、 

し
っ
か
り
水
分
補
給
を
し
ま

し
ょ
う
。

阪神・淡路大震災でのけがをした人の原因
（平成7年2月神戸市消防局調査）

家具が転倒
したため
48.5％棚の上からの

落下物があった
15.8％

落下した
ガラスがあたった
10.5％

逃げようとしたとき転倒
8.8％

その他
16.4％

広報あかいわ（平成27年2月号）14
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スポーツの話題
SPORTS TOPICS

◎スポーツ振興課（中央公民館2階） ▶ ☎955-0738／FAX 955-6060

今年もやります！ 5月27日㈬開催

チャレンジデー
　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
５
」
は
、５
月
27
日
㈬
開
催
で
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
参
戦
は
、
い
よ
い
よ
６
年
目
に
な
り
ま
す
。

赤
磐
市
は
、
今
年
も
挑
戦
し
ま
す
。

　

誰
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
参
加
者
と
し
て
エ
ン
ト
リ
ー
で

き
、
こ
の
日
午
後
９
時
ま
で
の
時
間
に
、
市
内
で
15
分
以
上
体

を
動
か
せ
ば
Ｏ
Ｋ
！ 

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
エ
ン
ト
リ
ー

い
た
だ
き
、
あ
な
た
の
健
康
と
赤
磐
市
の
勝
利
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　

２
月
下
旬
に
は
、
今
年
の
対
戦
自
治
体
が
決
定
し
ま
す
。

　
昨
年
と
同
じ
く
、
市
民
一
丸
と
な
っ
て
、
勝
利
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

☎（
９
５
５
）０
７
３
８

第
26
回
全
日
本
ユ
ー
ス
（
Ｕ-

15
）

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
（
茨
城
県
）

◦
桜
が
丘
中
学
校
3
年

　

浅
野　

達
郎
（
桜
が
丘
西
10
）

　

荒
嶋　

大
輔
（
桜
が
丘
西
8
）

　

梅
本
澪
央
登
（
桜
が
丘
西
9
）

　

久
保　

剛
瑠
（
桜
が
丘
西
2
）

　

鈴
木　

孝
徳
（
桜
が
丘
西
6
）

　

延
岡　
　

温
（
桜
が
丘
西
10
）

　

森
本
有
輝
也
（
桜
が
丘
西
9
）

第
３
回
赤
磐
市

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
長
杯
大
会

■
開
催
日
／
11
月
29
日

■
場
所
／
赤
坂
公
民
館
多
目
的

ホ
ー
ル

■
参
加
人
数
／
33
人

■
結
果

〈
総
合
優
勝
〉

◦
宮
澤　

勇
治
（
山
陽
２
）

〈
大
人 

８
・
９
・
10
ｍ
の
部
〉

◦
優　

勝
…
宮
澤 

勇
治
（
山
陽
２
）

◦
準
優
勝
…
北
野 

弘
美
（
山
陽
１
）

◦
第
３
位
…
北
野 

博
史
（
山
陽
１
）

〈
８
ｍ
の
部
〉

◦
優　

勝
…
塩
田 

順
一
（
桜
が
丘
西
６
）

◦
準
優
勝
…
丹
治 
幸
仁
（
西
中
）

◦
第
３
位
…
平
井 
達
良
（
桜
が
丘
西
２
）

〈
７
・
８
ｍ
の
部
〉

◦
優　

勝
…
金
田 

弘
子
（
山
陽
２
）

◦
準
優
勝
…
原　

 

辰
彦
（
周
匝
）

◦
第
３
位
…
有
松 

一
義
（
周
匝
）

〈
６
・
７
ｍ
の
部
〉

◦
優　

勝
…
徳
永 

媛
子
（
沼
田
）

◦
準
優
勝
…
浅
見 

早
苗
（
桜
が
丘
西
６
）

◦
第
３
位
…
井
上 

光
子
（
岩
田
）

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

赤
磐
市
サ
ッ
カ
ー
教
室

　

教
育
委
員
会
主
催
で
、
初
め
て

の
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山

の
協
力
の
も
と
木
村
正
明
代
表
や

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
で
活
躍
を
し
て
い

る
妹
尾
選
手
を
は
じ
め
5
人
の
選

手
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
教
室
に
参
加
し
た
小

学
生
た
ち
か
ら
は
「
憧
れ
の
選
手

と
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
て
、
楽
し

か
っ
た
」「
ま
た
こ
の
教
室
が
あ
っ

た
ら
参
加
し
た
い
」
な
ど
の
声
が

あ
り
ま
し
た
。

■
開
催
日
／
12
月
23
日

■
場
所
／
桜
が
丘
運
動
場

■
参
加
人
数
／
56
人

結　
果

全
国
大
会
出
場

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。〈
敬
称
略
〉
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スポーツの話題
SPORTS TOPICS

子どもに習わせたい習い事 人気ＮＯ.1！
子どもスイミング教室
　今月は、山陽ふれあい公園で実施している子どもスイミング教室につい
て紹介します。

◎問い合わせ・申し込み先／山陽ふれあい公園 ☎955-4432

　ご不明な点は、お気軽にお問い合わせください。

山陽ふれあい公園  運動教室の紹介

◎運動を久しぶりに始めるあなたにおススメの教室 〈対象 : 16歳以上〉

ヨガ（エクササイズ） エクササイズを重視したヨガ。呼吸に合わせた動作でしっかり動いていきます。

ヨガ（リラックス） ゆっくりした呼吸とヨガの簡単なポーズで1週間の疲れをすっきりさせます。

ヨガ（アロマ） 運動と呼吸と瞑
め い そ う

想、香りの効果で、心と身体のつながりをより深め、リラックス効果を高めます。

太極拳入門クラス 初めて太極拳にチャレンジしたい皆さんにおすすめのクラス。基本からじっくり行います。

ストレッチ ストレッチングを行うことで、柔軟性の向上やリラクゼーションの効果が得られます。

Oyz（オイズ） 年齢とともに低下する体力や運動能力の改善や痛みの軽減を図り、動ける体作りをサポートします。

エアロフットセラピー 身体と心が喜ぶ自然体『心地よい身体』を目指す改善運動です。体力に自信がなくても大丈夫！ ど
なたでもご参加いただけます。

シバム 誰にでもできるダンス系プログラムです。シンプルな振り付けを近年のトップヒットチャートや過去
のダンスヒット曲に合わせて踊ります。

かんたんエアロ 基本動作を繰り返し、体力づくりをしながら、エアロビクスに慣れていくクラスです。

アクアウォーキング 水中を楽しく、安全に歩きましょう！ 水の特性（抵抗・水圧・浮力・水温）を生かすため、膝や腰に不安
のある方も安心。

アクアビクス 水中で楽しくエアロビクス！ 音楽に合わせて、楽しく、思いっきり体を動かしましょう！

■教室への参加は、事前の申し込みが必要です（先着順）。
■詳しくは、山陽ふれあい公園までお気軽にお問い合わせください。

Q. 何歳から教室に通えるの？
▶3歳から教室に通うことができて、小学6年生まで通うことができます。クラスは幼児クラスと児童クラスに分かれてい
ます。

Q. 進級システムはどうなっているの？
▶段階別指導を行い、3カ月（10回）の教室の中で、進級テストを２回実施します。水慣れから始め、泳ぎの基本となる姿
勢を習得した後、クロール・背泳ぎ・平泳ぎ・バタフライの順に泳ぎを覚えていきます。毎回の進級テストでは、合格するとワ
ッペンがもらえ、頑張る励みにもなります。

Q. １人のコーチに対して、子どもは何人ぐらいで練習するの？
▶級により、多少の差はありますが、10人前後での練習をしています。

Q. 教室に通うために、必要なものは何かあるの？
▶水泳帽と進級システムのノートを購入していただきます。山陽ふれあい公園体育館の窓口で販売しています。

Q. 指導方針は？
▶年齢体力に応じて段階別指導を行います。集団指導で社会性を養うことができます。また、“ほめる型指導”で、チャレン
ジする勇気を育てます。
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図書館通信
LIBRARY NEWS

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

●利用案内
♢開館時間…午前10時～午後6時（中央図書館だけ木曜日は午後8時まで開館）

♢図書館休館日…毎週月曜日／館内整理日（12月を除く毎月最終金曜日）／
　年末年始／特別整理期間（2月23日～27日）
★はじめて本を借りるときはカウンターで「利用者カード」を作ってください。
　免許証、健康保険証、生徒手帳など住所、氏名が確認できるものをお持ちください。
　※市内に在勤・在学の人は勤務先・通学先が分かるものが必要です。
　※小学生以下は、保護者が申請してください。

■2月の休館日

赤磐市内全図書館休館日●各図書館の問い合わせ先
♢中央図書館…☎955-0076／FAX 955-0083　　　♢赤坂図書館…☎957-2212／FAX 957-9450

♢熊山図書館…☎995-1273／FAX 995-3823　　　♢吉井図書館…☎954-9200／FAX 954-9201

『沈黙の春を生きて』（87分）
　ベトナムでは枯葉剤が散布され、ベトナムの人々や
駐留していた米軍兵士にも、その被害は今も続く。帰
還兵の娘ヘザーは片足と指が欠損して生まれた。ベト
ナムを訪ねた彼女は、両国の被害者が繫がっていくこ
との大切さに気づく。
※聴覚に障害をお持ちの人も、日本語字幕でお楽し

みいただけます。
■日時／2月21日㈯　午後2時～
■場所／中央図書館 多目的ホール
■参加費／無料　　■申し込み／不要

きらり☆しあたー：ユニバーサル映画上映会

おすすめ

今
月
の

『しょっぱい夕陽』
 ●神田　茜／著
 ●講談社／出版

『女のきっぷ』
 ●森　まゆみ／著
 ●岩波書店／出版

『少女霊異記』
 ●高樹　のぶ子／著
 ●文藝春秋／出版

『ビスケットとスコーン』
 ●砂古　玉緒／著
 ●講談社／出版

一般書

　2月23日㈪から27日㈮まで、市内4図書館は蔵書
点検のため休館します。利用者の皆さんにはご迷惑
をおかけしますが、ご了承ください。
※本の返却は返却ポストをご利用ください（赤磐市立図

書館以外の図書館で借りた本は入れないでください）。
※紙芝居、大型絵本や、ＣＤ・ＤＶＤ・ビデオなど視聴覚資

料は開館後カウンターへお願いします。
※インターネット予約は、休館中も利用可能ですが、予

約受付および連絡は2月28日㈯以降になります。

蔵書点検のための休館のお知らせ

『介護予防・認知症予防と運動』
　いつまでも元気で過ごしていけるように元気な時
から予防をしていきましょう。
■日時・内容
　◦3月3日㈫…「自分の体を知りましょう!」
　◦3月5日㈭…「介護予防と運動」
　◦3月7日㈯…「認知症予防と運動」
 　午前10時30分～正午　
■場所／中央図書館 多目的ホール
■講師／飯出　一秀 さん（ＩＰＵ環太平洋大学教授）
■定員／20人（先着順）　　■参加費／無料
■持ち物／タオル１枚、筆記用具
■申し込み／2月1日㈰午前10時から、中央図書館で

受け付けを開始します（電話可）。
※講義と簡単な実技の3回シリーズです。動きやすい

服装でご参加ください。

○	 健康・生活講座
　中央図書館では、赤磐市内の関係機関と連携して、いろいろ
な分野の専門性を生かした講座を行い、皆さんの生活のお役に
立ちたいと考えています。今回は、健康増進課と協力して、「育
児」をテーマにした講座を企画しました。どうぞご参加ください。

『育児力ＵＰ！ 講座 「ほめて育てる方法」「発達段階を知って関わろう」』
　家事、育児、仕事…。毎日忙しい日々を送っているお母さん、お
父さんも育児を楽しんでいますか？ この講座では、イライラを減
らして子育てを楽しむためのお話、お子さんの個性を大切にして、
発達段階にあわせてうまく成長に寄り添うためのお話をします。
■日時／2月18日㈬　午前10時30分～11時30分
■場所／中央図書館 多目的ホール
■講師／赤磐市役所 保健師
■対象／乳幼児から就学前くらいまでのお子さんの子育

てをしている人（ご家族など、どなたでも参加できます）
■定員／30人（先着順）　　■参加費／無料
■申し込み／2月1日㈰午前10時から、中央図書館で

受け付けを開始します（電話可）。
※託児希望の人は、お申し込みの際にお知らせください（先着6人）。

○	 図書館知っトク講座
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■その他の公民館の住所・問い合わせ先
○赤坂公民館 (町苅田507／☎086-957-2211)

子どもサイエンスプラザ吉井（2月〜3月）
子どもの学びをサポートし算数・数学を基礎から学べる
よう、毎月１回週末の土曜日と日曜日に週末教室として
ソロバンと算数を指導しています。また、今年の１月か
らは、毎週１回水曜日の放課後にソロバンと文章題を
指導する放課後教室を始めています。いずれの教室も
まだ余裕があり、参加の受け付けをしています。
■日時
＜週末教室＞
　2月8日㈰、14日㈯、3月1日㈰、21日（土・春分の日）
　・ソロバン…午後2時30分～3時20分
　・算数1…午後3時30分～4時30分
　・算数2…午後4時40分～5時40分
＜放課後教室＞
　毎週水曜日　午後4時50分～5時40分
■場所／吉井生涯学習センター　視聴覚室
■指導／前山 光雄 さん（美作市在住・元塾講師）
■内容
＜週末教室＞
　・ソロバン…ソロバンの基礎から上級
　・算数1…分数計算・四則計算・割合
　・算数2…四則計算・文章問題
＜放課後教室＞ ソロバンと文章題指導
※教材は、岡山県教育委員会作成の問題や指導者の手

作り問題などを使用します。
■対象
　・ソロバン…小学2年生以上
　・算数1…小学4年生以上
　・算数2…小学5年生以上
■定員／各教室15人程度
■参加費／無料（ソロバンの上級教材は実費）
■持ち物
　・ソロバン…筆記用具、ソロバン
　・算数…筆記用具
■申し込み／登録受付中

◆講座の受け付けは、各館とも午前9時からで、すべて先着順です。　◆定員のあるものは、定員になり次第締め切ります。
◆この公民館情報は、市ホームページでもご覧いただけます。市ホームページ▶http://www.city.akaiwa.lg.jp/index.html

山陽公民館まつり
山陽公民館で活動しているグループの日ごろの学習成
果を発表します。今年も2日間にわたり舞台発表と展示
発表が行われます。皆さんお誘い合わせの上、ぜひお
越しください。
■日時／2月28日㈯、3月1日㈰　午前9時～午後4時
■内容
＜舞台発表＞
　・2月28日㈯…午前10時30分～午後2時30分
　・3月 1日㈰…午前10時～午後3時30分
＜展示発表＞ 両日とも午前9時～午後4時
＜出店＞
　・2月28日㈯…２グループ
　・3月 1日㈰…３グループ
＜茶席＞
　・2月28日㈯…抹茶
　・3月 1日㈰…煎茶
※出店・茶席は、数量に限りがあります。
※詳細は、ポスター・チラシをご覧ください。

介護にも役立つ聞き方話し方
どうすれば、聞き上手話し上手になって、相手との気
持ちをうまく通わせることができるようになるのか、
ちょっと心の栄養になるお話を聞いてみませんか。
■日時／3月2日㈪　午後1時30分～3時
■講師／延藤　好英 さん（牧師）
■対象／一般　　■参加費／無料
■定員／20人程度
■申込開始日／2月2日㈪

ドキドキ講座「自然観察会」 〜山野の鳥〜
城山公園周辺で山野の鳥を見つけて観察しよう！
■日時／2月21日㈯　午前9時～11時
■場所／城山公園（吉井支所駐車場集合）
■対象／幼児～一般　　■参加費／無料
■持ち物／防寒着、双眼鏡（あれば）
■申込開始日／2月2日㈪

薬膳料理教室 〜元気に春を迎える薬膳〜
冬の寒さに耐えた体には、疲れがたまっています。元気
に春を迎えるための知恵を薬膳料理から学びませんか。
■日時／2月28日㈯　午前9時30分～午後1時30分
■場所／熊山公民館 調理室
■対象／一般　　■定員／15人
■参加費／1,000円（材料代込）
■持ち物／エプロン、三角巾など
■申込開始日／2月2日㈪

●吉井公民館 （周匝136-1／☎954-1379）

●熊山公民館 （松木623／☎995-1360）

●山陽公民館 （山陽1-10／☎955-9777）

●笹岡公民館 （坂辺9／☎086-957-2214）
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タブレット体験講座
タブレットってどんなもの？ 何ができるの？ そんな疑
問にお答えします。実際に触って体験してみませんか？
また、タブレットを持っているけど、うまく使えないとい
う人はタブレット持参での参加もできます。
■日時／2月24日㈫　午後1時30分～4時30分
■講師／高橋　峰宏 さん（ドコモショップ岡山瀬戸店）
　　　　※講座で使用する端末はアンドロイドです。
■対象／高校生以上　　■定員／20人
■参加費／500円　
■申込開始日／2月2日㈪

防災講座②
防災とは、減災なり。知る、見る、伝えるの原則で今一
度、生きるための対策を考えましょう。
■日時／2月26日㈭　午後1時30分～3時
■講師／彦阪　勝則 さん（防災士）
■対象／一般　　■定員／16人
■参加費／無料
■申込開始日／2月2日㈪

2月思い出作り教室 〜元気に友だちと遊ぼう〜
■日時／2月2日㈪～28日㈯　午後4時～5時
※西山グラウンド利用は一時中止にします。
※火曜日、日曜日、祝日は教室を休みます。
■対象／幼児、小学生、一般　　■定員／なし
■参加費／無料
■申し込み／不要（期間中何回でも利用できます）

茶道親子体験教室（冬手前）
茶道は湯を沸かす「釜の型」が夏と冬で変わります。今
回は「炉釜」を体験しましょう。自分でお茶を立ててみ
ませんか。
■日時／2月28日㈯　午前9時～正午
■講師／森末　宗楔 さん
■対象／幼児～一般（幼児は保護者同伴）
■定員／20人
■参加費／200円
■申込開始日／2月2日㈪

パソコン講座（講座で使用するのは全てvistaです）
◎ワード・エクセルの便利技（半日編）
ワードとエクセルのさま
ざまな便利技をご紹介
し習得していただく講
座です。同じ内容の講
座を午前と午後に1回
ずつ行いますので、どち
らか選んで受講してく
ださい。
■日時／2月12日㈭
　　　　午前開催…午前9時～正午
　　　　午後開催…午後1時30分～4時30分
■対象／一般　　■定員／各回7人
■受講料／各回1,000円（テキスト代別途）
■申込開始日／2月2日㈪
※午前8時30分から整理券を配付します。
※窓口で受講料を添えてお申し込みください（電話不可）。

紙ナプキンで作るデコパージュ教室
だれでも簡単に作れるデコパージュを楽しみましょう。
■日時／2月19日㈭　午前10時～正午
■講師／歳森　由紀子 さん
■対象／一般　　■定員／10人
■参加費／500円
■申込開始日／2月2日㈪

中央公民館グループ体験講座「ペン習字」
あなたの名前を美文字で書くコツを体験してみません
か？ 一番書く機会の多い自分の名前を、整った美しい
字で書く体験をしましょう。
■日時／2月21日㈯　午後3時30分～5時
■講師／田中　更愁 さん
■対象／一般　　■定員／5人
■参加費／無料
■申込開始日／2月2日㈪

●中央公民館 （下市337／☎955-0069）

●高月公民館 （穂崎848-1／☎086-229-9777）

●西山公民館 （西中220-1／☎955-0777）

●中央公民館 （下市337／☎955-0069）

広報あかいわ（平成27年2月号）19



●赤磐市の人口 （平成27年1月1日現在）

人 　 口 44,823 人 （ －34 ）
男 　 性 21,482 人 （ － 9 ）
女 　 性 23,341 人 （ －25 ）
世 帯 数 17,701 世帯 （ －26 ）

※（　）は12月1日との差

●平成26年12月赤磐市火災・救急発生状況 ※（ ）は平成26年の累計
火　　災　　別

計
救　　急　　別

計
建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 0

（2）
0

（0）
0

（3）
0

（6）
0

（11）
12

（101）
42

（579）
14

（172）
13

（149）
81

（1001）
東出
張所

0

（2）
0

（2）
0

（1）
0

（1）
0

（6）
6

（58）
24

（266）
10

（74）
3

（48）
43

（446）

北出
張所

0

（2）
0

（2）
0

（0）
0

（2）
0

（6）
2

（28）
16

（182）
3

（42）
1

（13）
22

（265）

計 0
（6）

0
（4）

0
（4）

0
（9）

0
（23）

20
（187）

82
（1027）

27
（288）

17
（210）

146
（1712）

●平成26年12月赤磐市内交通事故発生状況〈概数〉  （赤磐警察署調べ）

総件数 人身件数 死亡者数 重傷者数 軽傷者数 物損件数
26年12月中 116 33 0 1 37 83 
25年12月中 113 31 1 6 31 82 
増        減 3 2 -1 -5 6 1 

26年12月末 1,087 283 0 15 352 804 
25年12月末 1,033 260 5 23 302 773 
増        減 54 23 -5 -8 50 31 

●今月の交通標語 「 守りたい  みんなの笑顔と  交通マナー 」

●2月の保険料を期限内に納めましょう
介 護 保 険 料 9 期
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 8 期

※期限は3月2日まで

■施設案内
冒険の森・ちびっこ広場

（山陽ふれあい公園）
　 総 合 遊 具 の
あるスペース。
長いローラーす
べり台、大きな
砂 場 、スプリン
グ遊 具 、コンク
リートトンネ ル
があり、芝生広場とともに自由に ご利用いた
だけます。お天気のいい日には、ぜひお弁当
を持ってお越しください。

●2月の休日当番医（窓口受付 9:00～17:00）

1日㈰
小坂内科医院 ☎955-3344

岩藤胃腸科外科歯科クリニック ☎086-952-1166

8日㈰
赤磐医師会病院(小児科のみ) ☎955-6688

景山医院 ☎995-2299

11日㈬
桜が丘クリニック ☎955-8025

片山医院 ☎086-229-2166

15日㈰
赤磐医師会病院(小児科のみ) ☎955-6688

越宗医院 ☎957-3035

22日㈰
戸川クリニック ☎957-3057

佐伯北診療所 ☎954-2032

※■は、公益社団法人赤磐医師会管内の岡山市東区瀬戸町地域にある医療機関です。
　当番医については1月7日現在です。受診する場合は、あらかじめ確認してください。

●今月の相談（相談は無料で秘密は堅く守られます）
相談内容 日　　　時 場　　　所 問い合わせ先

【消費生活】 月曜日～木曜日（祝休日を除く）
10:00～16:00

本庁2階
消費生活相談室

本庁くらし安全課くらし安全班
☎955-4783

【無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
奥田　哲也・賀川　進太郎

2月6日㈮
13:00～16:00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

【巡回無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
的場　真介

2月18日㈬
10：00～15：00

赤坂支所
別館2階会議室

赤坂支所市民生活課
☎957-2226

【なやみごと（人権）】
相談員／人権擁護委員

【行政】
相談員／行政相談委員

2月6日㈮
10:00～12:00

熊山支所2階
第1会議室

熊山支所市民生活課
☎995-1214

2月12日㈭
13：00～16：00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

2月18日㈬
13：00～15：00

吉井会館2階
農事実習室

吉井支所市民生活課
☎954-1183

2月25日㈬
10：00～15：00

赤坂健康管理センター 赤坂支所市民生活課
☎957-2226
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●2月の検診・定期救急講習など
1 日

2 月 ㊡山陽郷土資料館

3 火 ⃝1歳6か月児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

4 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

5 木

6 金 ⃝育児相談（山陽保健センター） 受付9:45～10:30 

7 土 ㊡桜が丘出張所

8 日

9 月 ㊡山陽郷土資料館

10 火 ⃝3歳児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

★交通安全日 ★交通事故・交通違反ゼロの日

11 水 ㊡山陽郷土資料館 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

12 木

13 金 ⃝母親学級（赤坂健康管理センター） 9：30～11：30（受付9：15～）
★犯罪ゼロの日

14 土 ㊡桜が丘出張所

15 日

16 月 ㊡山陽郷土資料館

17 火

18 水 ⃝2歳6か月児歯科健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

19 木

20 金 ★交通事故・交通違反ゼロの日

21 土 ㊡桜が丘出張所

22 日 ⃝定期救急講習（赤磐市消防署東出張所会議室） 9:00～12:00

23 月 ㊡山陽郷土資料館

24 火 ⃝乳児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

25 水    ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所
★交通安全日

26 木

27 金

28 土 ㊡桜が丘出張所
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●2月のスポーツ施設スケジュール
山陽ふれあい公園 吉井B&G海洋センター

屋 内 プ ー ル

アリーナほか 屋　内
プール

10:00

▼
20:30

13:00

▼
20:30

10:00

▼
16:30

1 日 ○

3
月
31
日
ま
で
お
休
み
し
ま
す
。

2 月 休館日 休館日

3 火 ○ 休館日

4 水 ○

5 木 ○

6 金 ○

7 土 ○

8 日 ○

9 月 休館日 休館日

10 火 ○ 休館日

11 水 ○

12 木 休館日 休館日

13 金 ○

14 土 ○

15 日 ○

16 月 休館日 休館日

17 火 ○ 休館日

18 水 ○

19 木 ○

20 金 ○

21 土 ○

22 日 ○

23 月 休館日 休館日

24 火 ○ 休館日

25 水 ○

26 木 ○

27 金 ○

28 土 ○

○屋内プール一般開放

■開館時間と利用料金
◇山陽ふれあい公園 （☎955-4432）
　午前9時～午後9時（日曜日・祝日 午後5時）
　［プール］ 高校生以上400円、中学生以下200円

※市内在住で65歳以上の人、障害者手帳または療
育手帳をお持ちの人は利用料が半額になります。
受付へ証明書を提示してください。

　［トレーニングルーム］ 300円
※トレーニングルームのご利用は高校生以上で初心

者講習修了者に限ります。初心者講習は開館時間
内でいつでも受講できます。

◇吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎954-2323）
　午前9時～午後9時（日曜日・祝日 午後5時）
　［トレーニングルーム］ 100円

※トレーニングルームのご利用は高校生以上です。
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　軽自動車税は毎年４月１日現在の所有者に課税され、その
課税地は軽自動車などを常時置いている市町村となってい
ます（乗用型農業用機械も税の対象になります）。
　次の事項に該当する場合は、３月31日までに変更などの手
続きを行ってください。手続きを行っていただかないと、引続き
課税されますのでご注意ください。
⃝所有者・車両とも赤磐市から転出している場合
　　→ 新住所地へ登録変更
⃝他人に譲渡したが、名義変更の手続きができていない場合
　　→ 新所有者へ名義変更
⃝死亡した人の名義のままになっている場合
　　→ 新所有者へ名義変更
⃝すでに使用していない場合
　　→ 廃車
⃝盗難にあった場合
　　→ 警察に盗難届を出した後に廃車
　　　（盗難届だけでは課税され続けます）
■手続きの場所
＜原動機付自転車（排気量125cc以下）および小型特殊自動車＞
　・本 庁 税 務 課　☎955-0951
　・赤坂支所市民生活課　☎957-2226
　・熊山支所市民生活課　☎995-1214
　・吉井支所市民生活課　☎954-1183
＜二輪車（排気量125ccを超えるもの）＞
　・中国運輸局岡山運輸支局　☎050-5540-2072
＜三輪以上の軽自動車＞
　・軽自動車検査協会岡山事務所　☎050-3816-3084

　岡山県青少年育成県民会議主催の平成26年度「明るい
家庭づくり」作文について、市の審査で小・中学生の部で最
優秀、保護者の部で入選を受賞した作品を県へ応募したと
ころ、審査の結果、次の皆さんが入賞されました。（敬称略）
■優秀賞
＜保護者の部＞
　土江　佳奈（周匝保育園）／岡本さやか（周匝保育園）
■優良賞
＜小学生の部＞　平井　璃久（山陽北小１年）
＜保護者の部＞　中務　法子（佐伯北保育園）
■佳　作
＜小学生の部＞
　兵江　悠豪（山陽北小２年）／井上　咲穂（山陽北小３年）
　荒堀　聡史（山陽北小４年）／楠本　海斗（笹 岡 小５年）
　仁井谷颯真（山陽北小６年）
＜中学生の部＞
　葛原　悠生（桜が丘中１年）／八塚　愛実（桜が丘中２年）
　楢嵜　秀都（赤 坂 中３年）
＜保護者＞　
　實盛　麗茶（いわなし幼稚園）／戸川千恵美（笹岡保育園）
■問い合わせ先
　・教育委員会社会教育課 　☎955-0783

■募集団地
　▶団地名／安岡（坂辺1055番地18）
　▶戸数／３戸　　▶規格／４ＬＤＫ
　▶家賃月額（入居時）／50,000円
■募集期間　２月２日㈪～16日㈪
■申込方法　
　入居申し込みは本人または家族の人が赤坂支所産業建
設課へ直接申し込んでください。
※申し込み多数の場合は抽選となります。
※入居要件については、本庁都市計画課または支所産業建

設課へお問い合わせください。
■問い合わせ・申し込み先
　・赤坂支所産業建設課　☎957-4824
■問い合わせ先
　・本 庁 都 市 計 画 課　☎955-1485
　・熊山支所産業建設課　☎995-1217
　・吉井支所産業建設課　☎954-1366

受賞おめでとう！
「明るい家庭づくり」作文

原動機付自転車・軽自動車などの
手続きはお済みですか？

赤磐市特定公共賃貸住宅公募のご案内
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　４月29日㈬に任期満了を迎
える岡山県議会議員（赤磐
市選挙区）の立候補届出に
関する説明会を開催します。
　当日は、立候補届出に必
要な用紙をお渡ししますので、
立候補予定者（関係者）は、
出席してください。
■日時　２月16日㈪　午後１時30分～（受付は午後１時～）
■場所　本庁２階　第２会議室
■持参品　印鑑（代表者１人）
　※出席者は立候補予定者１人あたり３人まで
■問い合わせ先
　・赤磐市選挙管理委員会事務局　☎955-4782

　市では、現在策定を進めている障害者福祉計画に市民の
皆さんからの意見を反映するため、計画（素案）に意見を募
集します。
＜障害福祉計画＞
　障害福祉サービス等の見込みなどを定める計画です。
■対象　市内に在住・在勤・在学の人、市内に事務所または

事業所を有する個人・団体・法人
■計画（素案）の閲覧方法

・市ホームページに掲載
・窓口（本庁社会福祉課福祉推進班・各支所健康福祉

課）での閲覧
■募集期間　２月２日㈪～25日㈬（必着）
■意見の提出方法
　指定用紙（本庁社会福祉課・各支所健康福祉課へ備付）
に住所・氏名・連絡先と本件への意見を記入し、郵送・ＦＡＸ・
持参いずれかの方法で提出してください（市ホームページか
らも提出できます）。
■その他

・電話によるご意見の提出はお受けできません。
・ご意見に対する個別の回答は行いません。
・ご意見の内容は、個人情報を除くなど適宜修正を加え

公表することがあります。
■問い合わせ・提出先
　・本庁社会福祉課　☎955-1115／FAX955-1118

　勤め先や家族の健康保険にすでに加入したにもかかわら
ず、新しい保険証の交付が遅れたなどの理由で、赤磐市の
国民健康保険証で受診した時や、日付をさかのぼって赤磐
市国民健康保険をやめた時などは、赤磐市が病院などへ支
払った保険給付費（医療費）を返還していただく場合があり
ます。
　これは、赤磐市の国民健康保険証で受診したことにより、
本来は受診日当日に加入していた健康保険が負担するはず
の保険給付費（７割～９割）を赤磐市が支払ったためです。
返還が必要な医療費があった場合は、世帯主あてに送付す
る納付書で赤磐市へ返納していただき、その返納した金額
を受診日当日に加入していた健康保険へ改めて請求しなお
していただきます。
■問い合わせ先
　・本庁市民課国保年金班　☎955-1113
　・赤 坂 支 所 市 民 生 活 課　☎957-2222
　・熊 山 支 所 市 民 生 活 課　☎995-1214
　・吉 井 支 所 市 民 生 活 課　☎954-1183

　市では、現在策定を進めている子ども・子育て支援事業計
画に市民の皆さんからの意見を反映するため、計画（素案）
に意見を募集します。
＜子ども・子育て支援事業計画＞
　子ども・子育て支援法に基づき、地域社会が一体となって
子育て支援を推進するための計画です。
■対象　市内に在住・在勤・在学の人、市内に事務所または

事業所を有する個人・団体・法人
■計画（素案）の閲覧方法

・市ホームページに掲載
・窓口（本庁子育て支援課・各支所健康福祉課）での閲覧

■募集期間　２月２日㈪～25日㈬（必着）
■意見の提出方法
　指定用紙（本庁子育て支援課・各支所健康福祉課へ備
付）に住所・氏名・連絡先と本件への意見を記入し、郵送・ＦＡ
Ｘ・持参いずれかの方法で提出してください（市ホームページ
からも提出できます）。
■その他

・電話によるご意見の提出はお受けできません。
・ご意見に対する個別の回答は行いません。
・ご意見の内容は、個人情報を除くなど適宜修正を加え

公表することがあります。
■問い合わせ・提出先
　・本庁子育て支援課　☎955-2635／FAX955-1118

資格喪失後の受診による医療費の返還について 岡山県議会議員選挙立候補予定者説明会

赤磐市障害福祉計画（素案）への意見募集

赤磐市子ども・子育て支援事業計画（素案）への
意見募集
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不
要
で
す
。
た
だ
し
還
付
の
申

告
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

所
得
や
控
除
の
証
明
と
な
る
必
要

資
料
を
添
付
し
て
瀬
戸
税
務
署
か

本
庁
税
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
瀬
戸
税
務
署
に
郵
送
で
提
出

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

市
県
民
税（
住
民
税
）申
告
が

必
要
な
人

　

市
県
民
税
は
、
平
成
27
年
１
月

１
日
に
赤
磐
市
に
住
所
の
あ
る
人

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
下
の
フ

ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
、
申
告
が
必
要

か
ど
う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
市
県
民
税
の
申
告
を
し
た

人
に
は
２
月
上
旬
に
市
県
民
税
申

告
書
を
郵
送
し
ま
す
。

※
申
告
期
間
中
、
本
庁
税
務
課
・

各
支
所
市
民
生
活
課
の
窓
口
で

は
住
民
税
申
告
の
相
談
は
受
け

ま
た
、
市
県
民
税
の
申
告
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑥
前
記
の
所
得
に
あ
て
は
ま
ら
な

い
、
そ
の
他
の
所
得
が
あ
る
人

平
成
26
年
分
の
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
を
受
け
る
人

　

平
成
26
年
中
に
住
宅
の
新
築
や

購
入
・
増
改
築
を
行
っ
た
人
で
、

一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人

は
、
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告

が
で
き
ま
す
。

※
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
る
場
合
は
、
瀬
戸
税
務
署
で

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
は
自
書
申
告
で

　

申
告
会
場
は
大
変
込
み
合
い
ま

す
。
申
告
書
は
な
る
べ
く
自
分
で

作
成
し
て
提
出
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

確
定
申
告
書
を
自
分
で
作
成
す

る
場
合
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.nta.go.jp

）の「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
が

便
利
で
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

　

申
告
書
が
作
成
で
き
た
人
は
、

２
月
16
日
か
ら
３
月
16
日
ま
で

申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

申告が必要かどうか、まずは確認！
平成27年1月1日現在
赤磐市に住んでいる

平成26年中に
収入があった

はい いいえ

赤磐市に市県民税の申告
をする必要はありません
平成２７年１月１日現在でお住まい
の市区町村に相談してください。

市県民税の申告が必要な
場合があります
詳しくは25ページ「国民健康保
険税などの申告について」をご覧
ください。平成26年中にサラリー

マンかパートだった

年金をもらっている

確定申告をしてください
ただし「確定申告が必要な人」
に当てはまらない人は市県民
税の申告が必要です。

市県民税の申告が
必要です
ただし年金収入が400万円を超
えている、または20万円を超える
所得がある場合は、確定申告をし
てください。

サラリーマン・パートの人にお尋ねします

平成26年分の給与の
年末調整が済んでいる

給与以外に年金・報酬
などの所得があった

給与を２カ所以上から
もらっている

勤務先から赤磐市へ
「給与支払報告書」が

提出されている

市県民税の申告をする
必要はありません

確定申告を
してください
確定申告をすれば、市県
民税の申告は不要です。

市県民税の申告が
必要です
ただし、給与以外の年間
所得が20万円を超える
人は確定申告をしてくだ
さい。

確定申告を
してください
確定申告をすれば、市県
民税の申告は不要です。

市県民税の申告が
必要です

市
県
民
税

（
住
民
税
）申
告

赤
磐
市
役
所
税
務
課

赤
磐
市
下
市
３
４
４　

☎（
９
５
５
）０
９
５
１

所
得
税
及
び

復
興
特
別
所
得
税

（
確
定
申
告
）

瀬
戸
税
務
署

岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
瀬
戸
70

☎
０
８
６（
９
５
２
）１
１
５
５
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▪申告に必要なもの

▪申告会場へ出かける前に 国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の

申
告
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
世
帯
や
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
被
保
険
者
（
75
歳
以
上
の
人
）

や
介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
の
人
）
が
お
ら
れ
る

世
帯
の
人
は
、
国
民
健
康
保
険
税

や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介

護
保
険
料
算
定
の
た
め
、
所
得
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
所
得
が

一
定
水
準
に
満
た
な
い
場
合
に
軽

付
け
て
い
ま
せ
ん
。
申
告
相
談

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
完
成
し
た
申
告
書
は
窓
口
へ
提

出
し
て
い
た
だ
く
か
、
郵
便
で

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
相
談
は
、
２
月
16
日
㈪
か

ら
３
月
16
日
㈪
ま
で
（
土
・
日
、

祝
日
は
除
く
）
で
す
。
各
会
場
の

日
程
に
つ
い
て
は
26
㌻
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
赤
坂
会
場
、
吉
井
会
場
の
相

談
日
は
昨
年
と
変
更
が
あ
り
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る

市
県
民
税
の
改
正
点

①
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
ら
れ
る
居
住
開
始
年
月
日
が

平
成
29
年
12
月
31
日
ま
で
延
長

さ
れ
る
と
と
も
に
、
居
住
開
始

年
月
日
が
平
成
26
年
４
月
１
日

以
降
の
税
額
控
除
限
度
額
が
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

②
上
場
株
式
等
の
配
当
・
譲
渡
所

得
等
に
か
か
る
10
％
の
軽
減
税

率
の
特
例
措
置
が
廃
止
さ
れ
、

平
成
26
年
１
月
１
日
以
降
か
ら

20
％
の
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す

（
所
得
税
15
％
、
住
民
税
５
％
）。

③
上
記
の
10
％
軽
減
税
率
の
特
例

措
置
の
廃
止
に
伴
い
、
非
課
税

口
座
内
の
少
額
上
場
株
式
等
に

係
る
配
当
所
得
及
び
譲
渡
所
得

の
非
課
税
措
置
（
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

④
ゴ
ル
フ
会
員
権
な
ど
の
趣
味
や

娯
楽
な
ど
の
目
的
で
所
有
す
る

不
動
産
以
外
の
資
産
の
譲
渡
損

失
（
平
成
26
年
４
月
１
日
以
降

の
も
の
）
に
つ
い
て
総
合
課
税

で
は
他
の
所
得
と
損
益
通
算
が

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

◯印鑑（スタンプ式は不可）

○申告書が送付されている人は、その申告書

○給与、雑所得（公的年金や個人年金など）、一時所得（生命保
険や損害保険の満期）、配当所得などの源泉徴収票や支払
調書の原本（コピー不可）

○国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・任意継続の社会
保険料、介護保険料などの領収書、または支払った金額が
わかるもの

　国民年金保険料については、保険料を支払ったことを証明
する書類（日本年金機構から事前に送付される「国民年金
保険料控除証明書」または保険料の領収書）

※平成26年４月から２年前納の制度が始まりました。２年前納
した人で各年分に相当する保険料をその年分に分けて控除
する方は証明書と一緒に「社会保険料（国民年金保険料）控除
額内訳明細書」の添付が必要です。

○生命保険料控除、地震保険料控除を受ける人は、支払保険
料の証明書

○医療費控除を受ける人は、医療費の領収書、保険などで補
てんされた金額の明細書、おむつ使用証明書など（医療費
や補てん額については、必ず事前に計算してください）

○身体障害者手帳や療育手帳、精神障害者保健福祉手帳など

○寄附金控除を受ける人は寄附金の受領書など

○「住宅借入金等特別控除」を受ける人は、登記簿謄本、契約
書の写し、住民票の写し、増改築等工事証明書、借入金の年
末残高証明書など

※税の還付を受ける人は、本人の預金口座の分かるもの

　申告期間中は会場が大変込み合います。待ち時間短縮
のために次のことにご協力ください。
○営業、農業、不動産などの収支

内訳書は事前に計算し記入して
ください（昨年申告した収支内
訳書の控をお持ちください）。

○医療費と、高額医療費や入院給
付金などで補てんされた金額
は事前に計算してください。

　次に該当する確定申告は、瀬戸税務署で申告してください。

○土地や建物、株式などの譲渡所得
○先物取引による所得
○営業所得、不動産所得　○住宅借入金等特別控除
○青色申告　○過年分（平成２５年分以前）
○そのほか瀬戸税務署から別に案内のあったもの

減
措
置
を
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
未

申
告
の
人
が
い
る
場
合
は
、
所
得

の
把
握
が
で
き
な
い
た
め
軽
減
が

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
申
告
を
し
な
い
と
課
税

証
明
や
所
得
証
明
な
ど
の
発
行
が

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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 ■ 山陽会場
月　日 対象地区 会　　場
2/16 ㈪ 馬屋・岩田

赤磐市役所
（2階大会議室）

17 ㈫ 和田・穂崎
18 ㈬ 長尾・立川
19 ㈭ 河本・下市
20 ㈮ 熊崎・南方・斎富
23 ㈪ 沼田・中島
24 ㈫ 日古木・二井・高屋
25 ㈬ 上市・正崎・五日市
26 ㈭ 尾谷・津崎・神田
27 ㈮ 鴨前・西中・斗有

3/ 2 ㈪ 下仁保・上仁保
3 ㈫ 山陽1・2丁目
4 ㈬ 山陽3・4丁目
5 ㈭ 山陽5・6・7丁目
6 ㈮ 山陽1～7丁目
9 ㈪

山陽全地区

10 ㈫
11 ㈬
12 ㈭
13 ㈮
16 ㈪

 ■ 熊山会場／桜が丘会場
月　日 対象地区 会　　場
2/16 ㈪ 沢原・佐古

くまやまふれあい
センター

17 ㈫ 殿谷・岡・酌田
18 ㈬ 円光寺・吉原
19 ㈭ 河田原・釣井・徳富・小瀬木
20 ㈮ 松木・勢力
23 ㈪ 千躰・奥吉原
24 ㈫ 小野田・豊田全域
25 ㈬ 可真下・可真上

桜が丘いきいき
交流センター

26 ㈭ 弥上・野間・稗田・石蓮寺
27 ㈮ 桜が丘東1・2丁目

3/ 2 ㈪ 桜が丘東3・4丁目
3 ㈫ 桜が丘東5・6丁目
4 ㈬ 可真・桜が丘東全域
5 ㈭ 桜が丘西1・2・3丁目
6 ㈮ 桜が丘西4・5丁目
9 ㈪ 桜が丘西6・7丁目

10 ㈫ 桜が丘西8・9・10丁目
11 ㈬ 桜が丘西全域
12 ㈭

熊山・桜が丘全地区13 ㈮
16 ㈪

 ■ 赤坂会場
月　日 対象地区 会　　場
2/16 ㈪ 小原・出屋

笹岡公民館17 ㈫ 坂辺・下分
18 ㈬ 惣分・大屋・山手
19 ㈭ 町苅田

赤坂支所
（2階大会議室）

20 ㈮ 大苅田
23 ㈪ 東窪田
24 ㈫ 西窪田
25 ㈬ 由津里
26 ㈭ 山口
27 ㈮ 西軽部

3/ 2 ㈪ 東軽部
3 ㈫ 南佐古田･北佐古田･今井
4 ㈬ 多賀
5 ㈭

赤坂全地区
6 ㈮
9 ㈪

※3月9日㈪から13日㈮までと3月16日㈪は、
赤坂では会場を設けません。この間、赤磐市
役所（2階大会議室）の会場で受け付けを行
います。

10 ㈫
11 ㈬
12 ㈭
13 ㈮
16 ㈪

 ■ 吉井会場
月　日 対象地区 会　　場
2/16 ㈪

※2月16日㈪から20日㈮までは、吉井では会
場を設けません。この間、赤磐市役所（２階
大会議室）の会場で受け付けを行います。

17 ㈫
18 ㈬
19 ㈭
20 ㈮
23 ㈪ 仁堀東・塩木・平山

仁美農村
振興センター

24 ㈫ 仁堀中・中勢実
25 ㈬ 仁堀西・戸津野
26 ㈭ 小鎌中･小鎌上･西勢実
27 ㈮ 合田･中畑･石上･小鎌下･広戸

3/ 2 ㈪ 仁軒屋･石･八島田･暮田

吉井支所
（2階会議室）

3 ㈫ 稲蒔･高田･光木
4 ㈬ 黒本
5 ㈭ 黒沢・滝山
6 ㈮ 中山・是里
9 ㈪ 河原屋・草生

10 ㈫ 周匝（中之町・下之町）
11 ㈬ 周匝（中之町･下之町以外）
12 ㈭ 中村・福田
13 ㈮

吉井全地区
16 ㈪

《申告相談受付時間》 午前9時〜午後4時

申 告 相 談 日 程 表

申告受付事務の効率化を図るため、今回の申告から、赤坂会場・吉井会場の会場設置日数を変更しました。赤坂・吉井地区
にお住まいの皆さんにはご不便をおかけしますが、お間違えのないようこの日程表でご確認のうえ、ご来場ください。
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　下水道事業の経営基盤の強化と公費負担の適正化を図るため、平成27年4月検針分（平成27年5月請求
分）から下水道使用料を改定します。
　厳しい経済情勢のなか、皆さんの生活や事業経営に多大なご負担をおかけしますが、より効率的な事業運営と
健全経営に努めていきますので、ご理解いただきますようお知らせします。

　下水道の汚水処理の経費(維持管理費と元
利償還金)は下水道使用料収入で賄うことが
原則ですが、赤磐市では、経費の3割程度しか
使用料収入がないため、一般会計からの繰入
金で補っているのが現状です。「受益と負担
の公平性」を保つためには、使用料の適正化
を図り、一般会計からの繰入金を減らす必要
があります。合併以来10年間使用料を据え置
いていましたが、下水道事業の健全な財政運
営を確保するため、この度、改定を行うことと
なりました。

　下水道を正しく使わなければ、故障による修
繕が必要となり、また不用な汚水の処理費用
は皆さんの使用料で賄うことになります。正し
く使って、施設を長く使えるようにご協力をお
願いします。　　　　　
◎水に溶けない紙や紙おむつ、生ごみ、またガ

ソリンなどの危険物は流さないでください。
◎油は、下水道管に徐々に付着し固まり、管の

つまりの原因になります。紙でふき取る、市
販の凝固剤で固めて燃えるごみで処理する
などして、流さないでください。

◎台所のマスは、月に1回掃除をしましょう。

なぜ今使用料を値上げするの？ 下水道は正しく使いましょう下
水
道
区
域
内
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん

下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

●問い合わせ先／本庁上下水道課管理班 ☎955-2942

使用料の比較

現行使用料 改定使用料 水量
（立方㍍）

現行使用料
（円）

改定使用料
（円）

増減額
（円） 増減率

区
分

汚水量
（立方㍍）

単価
（円）

汚水量
（立方㍍）

単価
（円）

8 1,080 1,134 +54 +5.0%

10 1,369 1,436 +67 +4.9%

基
本
使
用
料

8まで 1,080 8まで 1,134

20 2,816 2,948 +132 +4.7%

30 4,263 4,460 +197 +4.6%

40 5,808 6,188 +380 +6.5%

50 7,352 7,916 +564 +7.7%

60 8,897 9,806 +909 +10.2%

従
量
使
用
料
（
１
立
方
㍍
に
つ
き
）

8を超え
30まで 144.72

8を超え
30まで 151.2

70 10,441 11,696 +1,255 +12.0%

80 11,985 13,586 +1,601 +13.4%

90 13,530 15,476 +1,946 +14.4%

30を超える
もの 154.44

30を超え
50まで 172.8

100 15,074 17,366 +2,292 +15.2%

200 30,518 36,266 +5,748 +18.8%

500 76,850 92,966 +16,116 +21.0%

50を超える
もの 189

1000 154,070 187,466 +33,396 +21.7%

1500 231,290 281,966 +50,676 +21.9%

下 水 道 使 用 料（ １ カ 月 あ た り・消 費 税 込 ） 下 水 道 使 用 料 比 較 表（１カ月 あ たり・消 費 税 込 ）

下水道使用料変更のお知らせ
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2014.11 ▶ 2014.12

　12月13日、城南ふれあいセンターで、お飾りづくり
に詳しい難波公正さんを講師に招き、「三世代交流
お飾りづくり」を開催しました。
　参加した子どもたちは、お飾りづくりを通して、昔
ながらの伝統にふれたり、地域のお年寄りの皆さん
とふれあいながら真剣な顔つきで、お飾りをつくり上
げ、最後は、完成したお飾りを手にして、「よい一年
となりますように！！」と笑顔がこぼれました。

良い年になりますように！！
三世代交流お飾りづくり

　12月16日、桜が丘幼稚
園で臼と杵

きね

を使った昔な
がらの餅つき体験が行わ
れました。
　子どもたちの「よいし
ょ！よいしょ！頑張れ！」と
いう元気な掛け声ととも
に餅つき開始。餅つきを
あまりやったことがない
子が多い中、一人ひとり
一生懸命餅をつく姿には
力強さを感じました。年少の子どもたちは、当日お手
伝いに来てくださったお父さんたちと協力して餅つき
をしていました。
　餅がつけたら、小さな手で丁寧に丸め、きな粉をつ
けてみんなで味わいました。自分たちでついた餅は
より一層おいしく感じたことでしょう。子どもにも大人
にも笑顔があふれていました。

よいしょ、よいしょ！ぺったん、ぺったん！
昔ながらのもちつき体験

　11月22日、総社市山手公民館で開催された「第５
回岡山県女性消防団員若手消防団員研修会」へ赤
磐市の女性消防団員が参加し、予防啓発劇を行いま
した。
　劇では、自作の衣装や小道具を駆使して、住宅用
火災警報器と初期消火の大切さを、200人を超える
参加者の前で堂々と演じました。
　日常生活を題材に団員たち自らで考えた熱意のこ
もった劇に、会場からは多くの共感の声や笑いが巻き
起こる場面もあり、参加者から高く評価されました。
　現在、市内では消防団員として15人の女性が活動し
ています。また、その内10人は女性部員として、火災
を未然に防ぐために啓発活動などを行っています。
　今後も女性ならではのアイディアや優しさを生か
した消防団活動に期待したいです。

「もういいかい 火を消すまでは まあだだよ」
女性消防団員による予防啓発劇

広報あかいわ（平成27年2月号）28



　12月１日、この日に100歳を迎えられた山下政子さ
んをお祝いするため、市長や市職員が市内の施設を
訪問しました。
　政子さんのご家族や施設の入所者、職員なども出
席し、お祝い会が行われました。市長からお慶び状や
花束が渡されると、「ありがとうございます」とお礼を
述べ、家族と一緒に撮った記念写真では、両手でＶサ
インをするなど、とてもうれしそうにしていました。
　政子さんは、縫物が得意で、子どもの服はすべて手
作りしていたそうです。長寿の秘訣は、具だくさんのお
味噌汁を食べることとよく働いていたことだそうです。

１００歳おめでとうございます
山下政子さん（町苅田）

　12月10日、この日に100歳を迎えられる大澤波子さ
んをお祝いするため、市職員が入院中の病院を訪問
しました。
　入院する病院の職員らによるお祝い会が行われ、
市職員から贈ったお慶び状や花束をご家族が受け取
られました。
　波子さんは、花が好きで庭いじりをしたり編み物を
することが好きだったそうで、農作業などでよく体を
動かしていたことが長寿の秘訣と、ご家族が話されて
いました。

１００歳おめでとうございます
大澤波子さん（福田）

　12月１日、この日に100歳を迎えられた尾関求さ
んをお祝いするため、市長や市職員がご自宅を訪
問しました。
　柵原鉱山に長年勤務した功労に対し勲七等瑞宝
章を授与され、区長や老人クラブ会長を長年務めら
れた求さんは、市長からお慶び状や花束が渡され
ると、「ありがとうございます」と受け取り、事前に
用意したお礼文をしっかりとした口調で読み上げら
れました。
　奥さんとのおしゃべりが楽しみのひとつで、予防
接種や手洗いうがいをすることを習慣としているそ
うです。

１００歳おめでとうございます
尾関　求さん（河原屋）

　12月25日に100歳を迎えられる近江晴子さんのお祝
いに、市長や市職員が12月15日に市内の施設を訪問
しました。
　晴子さんのご家族や施設の入所者、職員なども出席
したお祝い会が行われ、市長からお慶び状や花束が
渡されると一礼し、嬉しそうに受け取られました。
　晴子さんは、手芸が得意でパッチワーク・編み物な
どをやっていたほか、旅行が好きで、孫と一緒にいろ
んな場所に遊びに行っていたそうです。
　長寿の秘訣は、ひじき・豆類をよく食べること、でき
るだけ歩くようにすることだそうです。

１００歳おめでとうございます
近江晴子さん（南佐古田）
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華やかな装いで集まった新成
人の皆さん。晴れやかな表情
で成人式を迎え、久しぶりに
会った恩師や友人たちと近況
を語り合う姿は、元気いっぱい
でキラキラしていました。

今 月 の 表 紙

▶新成人への祝福と支えてくれた人たちへの感謝の気持
ちがあふれた成人式でした。恩師が涙しながらあいさつ
をする場面では、思わず自分の目頭も熱くなりました。大
人の仲間入りをした皆さんのこれからの活躍を期待して
います。（藤原）

▶数年前の私の成人式のときは、まだスマホを持ってい
る人が珍しかったと思うのですが、今ではほとんどの人
がスマホで写真や動画を気軽に
撮影していました。中には「自分
撮り用のスティック」を使ってい
る人もいて、“はやり”を感じま
した。（栗政）

編 集 者 の つ ぶ や き

　12月15日、山陽小学校で「人権の花運動」感謝状の
贈呈式が行われました。
　これは、春から児童たちがお互いに協力しあって種
まきをし、花を育てることにより、相手の立場を考える
こと、協力しあうこと、感謝することなどの重要性を学
ぶとともに、その花を多くの人々に鑑賞していただ
き、子どもたちの思いやりの心をのばすことを目的とし
た活動で、命の大切さなどの人権を尊重する心を育ん
できた児童に対し、岡山人権啓発活動地域ネットワー
ク協議会から感謝状が贈られたものです。
　子どもたちにとって人権の花運動は、思いやりの心
を育てる貴重な体験となりました。

思いやりの心を育てる
「人権の花」感謝状贈呈式

　12月７日、第66回人権週間（12月４日～10日）の行
事の一環としてくまやまふれあいセンターで、人権を
考えるつどいが開催されました。
　人権標語優秀作品の表彰、制定したばかりの「人
権尊重都市宣言」を市在住の竹入光子さんにしなや
かにかつ力強く披露していただきました。また、ミュ
ージシャン・エッセイストとして活躍されている山田
パンダさんによる講演会がありました。47歳のころ、
保育園での保育助手を経験して子どもたちと接したこ
とが人生の分岐点となったことをはじめ、自身の子ど
ものころの体験談や、学校、家庭、地域でもっと子ど
もたちを見守って関わって寛容な大人になろうと話
し、また身近な人、家族を大事にしようなど、日常生
活での幸せを大切にしてほしいと呼びかけました。
　約200人の参加者では講師と同年代が多く、共感し
たとの感想が多く寄せられました。

生命の尊さを考えよう
人権を考えるつどい

　ひかり幼稚園の園舎が、老朽化と耐震性の向上など
の目的で建て替えられ、12月22日に落成しました。
　新しい園舎は、園児や職員が快適に生活できるよう
ユニバーサルデザインを取り入れました。防犯対策に
も配慮し、職員室から園庭や園舎が見渡せる配置にな
っています。新たに図書室を設けて、園児がよりいっ
そう本に触れ合うことができるようになりました。室内
は窓を大きくとり、光あふれる明るい保育室となって
おり、一日を通じて、のびのびと快適に過ごすことが
できるひかり幼稚園になりました。

園児たちが快適に過ごせるように…
ひかり幼稚園新園舎完成
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の

広
場
　

Reader'sSquare
読者の広場

問秘書企画課 ☎955-4770

このコーナーでは、
みなさんからの投稿を
お待ちしています。
４月号は２月１２日㈭が
記事の締め切りです。
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●お子さんの写真を大募集！
　「げんきッズ！あかいわ」では、3歳までのお子さん（3月・4月生ま
れ）の写真をお待ちしています。掲載を希望する人は①写真（返却は
ありません） ②氏名（ふりがな） ③性別 ④生年月日 ⑤住所 ⑥電話
番号 ⑦FAX番号 ⑧メールアドレス ⑨保護者氏名 ⑩簡単なコメント

（30字程度） を添えてください。締め切りは2月12日㈭までです。
［あて先］ 〒709-0898 赤磐市下市344 赤磐市役所秘書企画課

 E-mail／akaiwa_info@city.akaiwa.lg.jp

げんきッズ！あかいわ

山
やまもと

本  風
ふ う か

歌  ちゃん

（円光寺）
平成24年1月26日生まれ

かわいい笑顔に
癒されてるよ♪

お姉ちゃん２人と仲良し
三姉妹でいてね☆

お母さんの
貴子さんから

山
やまもと

本  龍
りゅうしん

信  くん

（周匝）
平成24年1月24日生まれ

最近は会話が成り立つ
ようになって、毎日楽しい！
これからも優しいお兄ちゃん

でいてくださいね！

お父さんの
健一さんから

織
お だ

田  望
み い な

那 ちゃん

（桜が丘西2）
平成26年1月5日生まれ

わが家の
アイドルみぃちゃん！！

これからも
元気でいてネ♥

お母さんの
はるかさんから

花
はなざわ

澤  美
み ゆ

結  ちゃん

（下市）
平成24年2月10日生まれ

お兄ちゃんが
大好きな美結ちゃん♥
にこにこかわいい

笑顔でみんな幸せだよ。
心優しい子に
育ってネ。

お母さんの
真美さんから
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37

監
督
と
脚
本
家
、
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
が
市
内
各
地
を
訪
問
し
、

映
画
の
構
想
を
練
る

　
12
月
17
日
と
18
日
に
、
赤
磐
市
を
舞
台

と
し
た
映
画
「
種
ま
く
旅
人
３
」
の
監
督

に
決
ま
っ
た
佐
々
部
清
さ
ん
が
、
脚
本
家

の
安
部
照
雄
さ
ん
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の

秋
枝
正
幸
さ
ん
と
と
も
に
、
脚
本
の
作
成

や
ロ
ケ
地
の
選
定
な
ど
を
目
的
に
赤
磐
市

を
訪
れ
ま
し
た
。

　
佐
々
部
監
督
は
、
こ
れ
ま
で
に
「
夕
凪

の
街
　
桜
の
国
」
や
「
ツ
レ
が
う
つ
に
な

り
ま
し
て
」
な
ど
の
作
品
を
手
掛
け
た
ほ

か
、「
半
落
ち
」
で
は
、
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
最
優
秀
作
品
賞
・
優
秀
監
督
賞
な
ど
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
17
日
に
市
役
所
を
訪
れ
た
際
に
は
、
今

回
の
映
画
に
つ
い
て
、「
単
な
る
観
光
名
所

を
紹
介
し
て
終
わ
る
一
過
性
の
も
の
に
は

し
た
く
な
い
。
完
成
し
た
映
画
が
い
つ
ま

で
も
残
る
市
民
の
宝
物
の
よ
う
な
作
品
と

な
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
果
樹
苗
木
を
取
り
扱
う
農
園

や
桃
を
栽
培
し
て
い
る
農
家
、
岡
山
県
農

林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
立
ち
寄
り
、

生
産
者
の
こ
だ
わ
り
や
苦
労
話
、
新
品
種

開
発
の
実
現
性
な
ど
を
尋
ね
た
ほ
か
、
18

日
に
も
市
内
の
農
家
や
酒
蔵
な
ど
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　
精
力
的
に
市
内
を
見
て
回
っ
た
監
督
は
、

「
赤
磐
市
は
日
本
の
普
遍
的
な
原
風
景
が

残
っ
て
い
て
、
こ
の
特
徴
を
大
切
に
し
な

が
ら
映
画
作
り
を
進
め
た
い
。
で
き
る
だ

け
多
く
の
人
に
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
出
演

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
映
画

が
市
民
の
一
体
感
を
増
す
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
」
と
、
市
の
印
象
と

市
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
述
べ
ま
し
た
。

映
画「
種
ま
く
旅
人
３
」の

監
督
が
赤
磐
市
を
訪
問

　
こ
の
春
に
は
俳
優
が
決
ま
り
、
７
月
か

ら
８
月
に
か
け
て
本
格
的
な
撮
影
が
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

　
今
後
、
撮
影
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ

て
、
映
画
に
出
演
す
る
エ
キ
ス
ト
ラ
な
ど

を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
が
決
定
し
ま
し
た

ら
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
秘
書
企
画
課

　
（
映
画
製
作
協
力
委
員
会
準
備
室
）

　

☎（
９
５
５
）２
６
９
２

監督に決まった佐々部清さん

苗木農家を訪れ、接ぎ木の方法などを熱心に確認
広

報
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号
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